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§1.行 政 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム 策
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1は じ め に

本 稿 では,行 政 情報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム策定 に関 す る分析 ・設

計 の方 法 論 を述 べ る。 また,こ れ に 若干 の事 例 を付 した 。 しか し.こ

れ は方 法論 の 例示 で あ り・,そ れ 以 上 の もの では ない。 もと よ り本格 的

な分 析 は,行 政調 査 に基 づい て で きる こ とで あ り,そ の だ め の 予備 的

考察 を目的 とす る。

まず,行 政 情 報 ネ ッ ト7ー ク ・シス テ ム策 定 の前提 条 件 を検 討 しk。

これは 行政 的視 点 と情 報 処理 技術 的 視 点 とか らな り,前 者 を基 礎 と し

なが ら両 者 は関連 して い る。

次 に情 報 処理技 術 の視 点 か らの 分析 方法 をのべ た。 これ は調 査 項 目

と分 析 手 順 とか らな る。

第三 に技術 的視 点 か らの業 務 分析 の総 括 と して,ネ ッ トワ ーク ・シ

ス テ ムの構 造 形 成 の基 礎(対 象 とす る情報 とそ の 流 れ)を 明 らか に し

たo

以 上 に よっ て行政 情報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム設 計 の内 的 な条 件 が

明 らか に され るoこ れ に基 づ い て設 計 が 行 なわ れる こ と にな る。 本 稿

で はそ の うち シス テ ムの 基 本設計 の際 に解 決す べ き課 題 を最 後 に論 じ

だo

以上 に考 えだ行 政 情報 ネ ッ トワ ーク ・シス テ ム策 定 の ため の作 業 手

順は 次 の よ うに な るo
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行 政 情 報 に

関 す る 行 政 調 査

行 政情報 ネ ットワーク ・システム

に 関 す る 行 政 上 の 政 策

行政 情報 に関 す る情 報 処 理

技 術 の 視 点 か ら の 分 析

側
面
か
ら
の
政
策
案
)

行政情報ネットワークに適用さるべ き 情報処理技術 の現状 と

対 象業務 とその関連情報 の把握 その将来に関する調査

行 政 情 報 ネ ワ ク

シ ス ァ ム の 基 本 設 計

行 政 情 報 ネ ワ ク

シ ス ァ ム の 詳 細 設 計

↓

レ

2行 政情 報 ネ ヅ トワ ー ク 。シス テム 策 定 の前 提 条 件

一 般 に いか なるシ ス テム の分 析 ・設 計 に おい て もそ うで あ るが,シ

ステ ムの 内容 とそ の技 術 的効 率 と の相互 に関 連 しあっ た 関係 を明 白 に

把 握 す る こ とが,必 要 不可 欠 で あ る。 そ の場 合基 本 的 に は 内容 の 分 析

と把握 が優 先 され ね ば な らない 。 もちろん 技 術 革新 に よっ て シス テ ム

の 内容 に も大 き な変 動 をあた え,そ れ が新 しい シ ス テ ム設 計の 起 動 力

にな る こ と も あ り うる で あ ろ うoし か し,そ の場 合 で も 目的 に沿 っ て

シ ステ ム を どの よ うに再 構 成 してゆ くか が 第一 の 問題 で あ る。
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行 政情 報 ネ ッ トワ ーク ・シス テ ムの場 合 に も,こ の事 が あ て は まる。

この よ うな シス テ ム設計 には 次 の諸 観 点 か らの行 政 業 務 の分 析 が 前 提

に な るo

◆

2-1行 政 的視 点か ら の行 政 業 務 の分 析(行 政 調 査)

行政 そ れ 自体 の 目的か らみ て業務 の処理 方 法 や行政 情 報 の流 れ を

分 析 し行 政 の適 正 花 ・能 率改 善 を 図る こ とは行 政 調 査 の 分野 で あ る。

技 術 的 検討 に先行 し て この 点 が まず 明 確化 さ れ ね ば な ら ない。 特 に

統合 化 さ れ た情 報 ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム の設 計 は,多 か れ 少 なか

れ行 政 業務 の ある種 の変 革 に結 び つ き うるだ け の影 響 力 を も ち うる

の で ある か ら,こ の よ うな行 政 調 査 の優 先 が 強調 さ れ ね ば な らな いo

もち ろん そ の場 合 で も技 術 的可 能性 お よび 経済性 か ら の フィ ー ドバ

ック は当 然考 え られ るo

1

2-2行 政 情報 ネ ッ トワー ク ・シ ステ ム の内容(行 政 情報 に関 す る

政 策 の決 定)

以 上 の ような行 政 業 務 の調 査 ・分析 に基づ い て,行 政 情 報 の流 れ

を どの よ うに制 御 す る か の基本 的 内容 が決 定 されね ぱ な らない 。 こ

れ は技 術以 前 の 問題 で あ り,行 政 上 の政 策 に基 づ いて 決 定 さ るべ き

問題 で あ る。 した がっ て情 報 の 流 れの 形 態 と実 現 の可 能 性,実 施 時

期 等 は この後 に続 くべ き技 術 的検討 如 何 で論 ぜ られ る こ とに な る。

ところ で ネ ッ トワー ク とし てみ る な らば,行 政 情 報 は 機 密性 に よ

る独立 な 処理 とい う面 を除 き,情 報 の 多角 的利 用 と経 済 的運 用 とい

う二 つ の 面 か ら統合化 が 検討 され ね ば な らない。 内容 的 に は 前者 は
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行政上 の問題 として独立 に決定され,後 者 は技術 的可能性 との相互

的 な考察の下 で決め られ ることになる。

2-3情 報処理技 術の視 点か らの行政業務 の分析(行 政業 務におけ

る情 報の流 れ の特性把握)

行政 業務 の分析 として本稿で採 りあげ る ものは,基 本的 にはこの

情 報処理技 術の視点 からの分析で ある。行政的 視点 か らの情報 の流

れの実態 とそ の今後 のあ るべ き姿が明確化 され たな らば,そ れ に続

いてそ のよ うな流 れ を保証 すべ き技術 的問題 が検討 されねば な らな

い。その出発点は情報 の流 れの特性 の把握 であ る。 この内容 は後 に

述 べ るがお もに情報 の特 性,情 報処理 形式の特性,情 報伝達 形式の

特 性に分 け られるc

φ

以 上 が 行政 業 務 分析 の諸 問題 であb,そ の うち前 二 点(2-1,2

-2)は 行 政 に属 し
,第 三点(2-3)以 降 が行政 情 報 の技術 的 検 討 で あ る。

これ らに基 づい て行政 情 報 ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム の 設計 が 論 ぜ ら

れ る こ とに な るo

3情 報 処 理 技 術 の 視点 か らの 行政業 務 の分 析(行 政 業 務 に おけ る情報

の流 れ の 特 性把 握)

3--1行 政 情報 とそ の流 れの調 査 項 目

前 章 で述 べ た 三 点 の うち,最 後 の技術 的 視 点 か らの分 析 を こ こで

や や詳 細 に 検 討す る 。 以 下 にあげ る 明 らか に す べ き諸 項 目は,問 題

に応 じて現 状値,将 来 値 ま た は計 画値 を 採 るべ き で あ ろ う。
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一 般的 な調 査 項 目 として は 次 の もの が あ る。

(1)情 報 の特 性

a情 報 量

≡ 三五bロ ロロ

Cメ ッセ ー ジの構 造

d要 求 さ れ る情 報 の信 頼 性

(2)情 報 処理 の 特 性

a処 理 の程 度

単純 な 処 理… … … 定 常 業務

≡　 ζ㌧

b処 理 地 点

c処 理 方式

使 用 す る分 析 ル ー チ ン,モ デル 等

(3)情 報 伝達 の特 性

a機 構的 特 性

各省 ・部 門間 の横 の 伝達 の有 無

各省 ・部 門 内 の縦 の伝 達 の有 無

bネ ッ トワー ク構 造 とその 地 域 性

1×1

1×n

(起 点 ×終 点)
n×1

n×n

c伝 達 におけ る緊 急 度

一7一



d時 間的分布

3-2情 報 とそ の流 れ の分析 手 順

前 項(3-1)に 列 挙 した もの は情 報 の一 般 的 な調 査 項 目で あっ

て分 析 手順 で は ない。 そ こで 次 に分 析 の 手 順 とそ の方 法 を述 べ る。

なお,こ こで 注意 して お く ことは,調 査 項 目の うち特 に ネ ッ トワー

ク構 造 に関 して は,そ れが 次章 以 降の設 計 の基 本 課題 で あり,こ こ

での 分析 に おい て はそ の前 提 をなす 現 状 の特 性 把 握が 中 心に なっ て

い る こ とで あるo

(1}個 々 の主要 な行 政 情報 の流 れの 分析

これ は業 務 分析 の 要素 を な して 澄 り,こ の段 階 で種 々 の個 別 的

改 善検 討 が なさ れ うる。

② 全 体 と して の,ま たは あ る まと まっ た行 政 部 門 相互 間 の情報 の

流 れ の 分析

情報 ネ ッ トワーク を論 ず る場 合 に は直 接 的 には この((2))の 形 で

の 分 析 が 問題 で あ る。 そ の 出発 点 を要 約 す れ ば,第1表 の形 の 情

報 の連 関 表 に表 現 さ れ る。

この表 は現 実 の業 務 をそ の ま ま表 現 した もの で もあ り うる し,

ま た今 後 ど うあるべ きかを設 定 した も の で もあ り うる。 いず れ に

して もそ の 段 階 ま で の整理 は行 政 調 査 お よび 行政 政 策 そ れ 自体 に

属 す る もの で あ る こ とは前述 の とお り で ある。 なお,こ れ らの連

関 表 の 中身 は単 なる量 のみ で な く,情 報 の 内容 と形 式,情 報 量 お

よび 処理 と伝 達 の特 性 等 が記 入 され て い る。

(3}行 政 情 報連 関 表 の 分析

一8－
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第1表 の形式 か ら色 々な分 析 が なされ うる。 第一 は各 情報 の利

用 分野 の広 狭 で あ っ て ・とれ は表 の横 櫛 の 反 応 の数 をみ る こ と

に よって で き る(1×nの 構造)。 利 用分 野 の 広 い情 報 ほ ど有

機 的 なネ ッ トワ ーク ・シス テ ム に乗せ るべ きで あ り,そ うで ない

ものは単純 な通 信 網 で もカ バ ー で き る情 報 であ る。第 二 に連 関表

の縦 欄 に反 応の 多い ものは ,そ の利 用 者が 各 種 の情 報 発 生 と結 び つ

い てい る こと を示 してい る(n×1の 構造)
。 す なわ ち情 報 運 用

の実態 と特 性,情 報 の流 通 とそ の潜 在需 要 か ら情 報 の活 用 度 等が

わ か り,各 情報 の諸 用途 をみ る こ とに よっ て,情 報 の 重 要 度 も把

握す るこ と がで き よ う。 この 点 は情 報 処理 の点 か ら高 度 処 理 に投

入 され る もの と,そ うで ない もの との分 類 か ら も情 報 の 性 質 の違

い を論 ぜ られ る。

これ ら情報 の 受 発 信 の 点 か ら各 端点 の特 性 を つか み 情報 の縦横

の関係 をみ る こ とに よっ て,各 端 点 の ネッ トワ ーク にお け る位 置

づ け を 明確 化 で き よ う。

この よ うに連 関表 に 関 す る色 々 な分析 が,ネ ッ トワー ク ・シス

テ ム形 成 だ け で な く,行 政 業 務 の構造 自体 に つい て も情 報 を あ た

え る もの で あ り ・そ の 意味 では初 めに述 べ た行政 的視 点 で の業 務

分析 に も フィ ー ドバ ックさ れ る こ とを指 摘 で き る。
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第1表 行政情報連 関表

(
{1)

(2}

(3)
占

以 上 述 べ だ と ころか ら も明 らか と思 わ れ るが,行 政 情 報 の ネッ ト

ワ ー ク ・シス テ ム化 は,単 な る伝 達 の能 率 化 に止 ま らないだ け の 縦

横 喋 務 の 連関 性 の促 進 に 関 係 して い る ・ したが っ て そ の よう相

酌 の だめ の調 査 ・分析 には 旧 来 の事 務 分 析 手法 の枠 にと らわれ ぬ方

法 が 検 討 さ れね ば な らない 。

そ の 出発 点 を情 報 連 関表 の作成 に置 い た ので あ るが,こ れは どち

らか とい えぱ よ リ マク ロ的 な表 現 に適 して い る。 これ に対 し より詳

細 な分析 で は個 々 の流 れ を追 わ ね ば な らない。 ただ 業 務 の性 質 に よ

っ て流 れ の把握 の仕 方 が異 な るか ら,ま ず 行 政 業 務'を性 質 に よら て

分 類 す る と次 の よ うに な る。

行 政 業 務 の分 類 要 因

a共 通性 と固有 性

一10一
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{

一般庶務(共 通業 務)

固有業 務

b系 統性

{
単一 系統業務(一 省ない し一部 門)

複合 系統業務(多 省 ない し多部 門)

c定 常性

{
定常業務

意志決定 とそれ に基 づ く非定常業務

行政業務 情報の流れを分析する院 これ らの性質に よ
っ て分け て取

扱 うことが必要 となろ う。 その際 の留意点を次 にあげる
。

ω 共 繊 務はその内容 ・形式 を標靴 す ることに よ
ってネ ッ

トウーク化 され うる業務 となる
.そ れは地醐 」で も系 統別 で

も能率 の上 る方 向で ブロック化 で きる
。

㈲'単 一系 統紘 は それ 自体 の精練 通 の緊急度そ の他に よ
っ

てネ ・ トワーク化 され るが
,そ の回線網 としでの重 ね合 わせ

とい う能率化 の課題 がある
。 もちろん行政上の視点 によ り単

一系 統業務 の情報 といえ ども将来 横
の活用性 力深 ま りうるこ

とは容易 に想 定でき る。

⇔ 複合系統業 務はそ の行政上の頗 に よ。て単 に能率 のみ で

な く内容的 に情報流通 の革新 がメ リ
ットを もた ら しうる分 野

で ある。

⇔ 意志決定 は本来諸種の情報を入力す る ことか らな りたつか

ら・ そ の ネ ・ ト・一 ク化 は 内容的 醜 め て望 まれ る
。

◎ 原始 練 縞 達後 噸 か所への 鋤 の処理 を助 る助 も、
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標 準化 され た処理 を経 た もの が呼 び 出 せ るな らば.情 報 処理

能率 は非 常 に改善 され る。

後 に4-2で 行 政 情 報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム化 に 適 す る業務 情

報 の選 定方 法 を述 べ る が,そ の前 段 階 に以 上 に のべ た大 きな行 政業

務 区 分 で の取 扱 い の計 画 が位 置 づ け られ るべ きで あ ろ う。

4情 報 ネ ッ トワー ク構 造形 成 の基 礎

4-1'繍 ネ 。 トワー ク ・シ ス テ ム形 成vafoけ る問題 点

前 章 でぱ情 報 ネ ッ トワー ク の形 成 とい う観 点 か らの 行 政 業務 の調

査 項 目 と分 析手 順 とを述 べ た。 と ころ で この よ うな 分析 は新 しい 情

報 ネ ッ トワ ーク ・シ ス テ ムを ど う形 成 して ゆ くのが行 政 上 の諸 目的

とそ の 導入 ・運 営 の合 理 性 に適 す るか に従 属 して い る。 本章 では こ

の よ うな 目的 と設 計 原理 と の対 応 関係 をつ け る こ とが 課題 であ る 。

行政 情 報 を完全 な ネ ッ トワ ーク ・シ ス テ ム に乗 せ る こ とは ・理 論

的には 可能 でか つそ れ が理 想 的で あろ うoし か し現 実 に は次 の二 つ

の問題 が あ る一 つ は 制 度 ・慣 習的 な 問題 で ある。 統 合 的 な行 政 ・情

報 ネ ッ トワー ク とい う器 を 形成 す る には,情 報 の じゅ うぶ ん に 多角

的 でオ ー プ ンな 利用 とい う基 礎 が あっ て初 め て可 能 だ ろ う とい う こ

とで あ る。 た と えそ の基 礎 か作 りえ て も年 月 を要 す る。 これ は 行政

そ れ 自体 の 問題 で あ る。 第 二 は技 術 的 な問 題 であ る。 一般 に大 き な

シ ステ ム が効 率 良 く運 営 さ れ て ゆ くため には い くつ か の条 件 が み た

さ れね ば な らな いo

aハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア にお・け る標 準 化

bあ る 情 報 の 特 性 とそ の処 理 ・伝 達 の諸 特 性 はそ の属 す るサ ブ

シス テ ム(す なわ ち ある行政 業務)に よっ て規 定 さ れ,必 要 時

一12ト
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c

↓

に改変 され る。 した が って ジス テ ム全 体 と して は サ ブ シス テ ム

の仕様 変 更 を認 め るだ けの 柔軟 性 を必 要 とす る。

c行 政 業 務 か ら発生 す る情 報 の処 理 ・伝 達 方 式 と量 に関 して 部

分 的 ・全 体的 に将 来 予 測 が確 立 され てい なけれ ば い け ない。

あ る種 の業 務 は 比較 的 容 易 に予 測 しえ よ うが ,統 合 化 に お い て

は予測 の 困難 な業 務 も含 ま れ よ う。

以 上 を見 る と行 政 上 の 問題 は ひ とまず お くと して,情 報 処 理 技術.

的 にみ て もか な り難 しい 問題 が ネ ッ トワー ク の統 合化 には 存 在 して

い る。 した がっ て統 合 化 さ れ た最 終 の ネ ッ トワ ーク形 態 も勿 論 で あ

る が,そ れ に 至 る実 現 過 程 が極 め て重要 だ とい うこ とに な ろ う。

4-2行 政 情 報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムにお け る 適用対 象 業 務 の選

定 方 法

まず,行 政 情 報 に関 して,そ れ が ネ ッ トワ ーク ・シス テ ム に組 み

込 まれ る必 要性 を決 め る お もな諸要 因 を次 に列 挙 しよ う。

第2表 適用対象 業務 の選定諸要因

¶

要 因

a

情報の利用点

b

緊 急 度

C

情 報 量

d

処理の程度

e

処理の普遍性

区

分

al

1か 所

(発生源=利 用点)

b1

低 い

Cl

小

d1

無処理 または

低 度 処 理

e1

特殊処理

a2

多 か 所

b2

高 い

C2

大

d2

高 度 処 理

e2

共通処理
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これ らは前 章3-1に お け る情報 の調 査 項 目の一 部 に照応 してい

る。 次 に これ らの 組 み合 せ と して,ネ ッ トワー ク ・シス テ ムへ の適

用 対象 業 務 の優 先 順位 を考 察 す る と第3表 の よ うな樹 木 構造 に整 理

でき る。

第3表 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム化 へ の 対 象 業 務 の 優 先 順 位

行 政情報 とその流れ の属性 優先順ぜ グループ番号

×

○

△

○

×

△

○

○

◎

1

2

3

4

5

6

7

8

9

e1

/
d1 も＼

e2

a1

＼/
d2

＼ 、

C1

/
bl

a2C2

}

e1

/
d1

/＼
＼
d2

b2

注:ee優 先 順 位 は◎,○,△,Xの 順 に必 要 度 が 高 い こ とを 示 す。
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●

⑰

すで に述 べ た行政 業 務 情報 の特性 把握 か ら第3表 の 区分 に よる 分

解 に よっ て適 用 対 象 業務 を順 位 づけ す る こ とが でき る。 これ らの グ

ル ー プ を簡 単 に 説 明 す る と第4表 の よ うに な る。

第4表 行政 情報 とその流 れの属性に よる情 報 グル ープ

'

情 報

グル ープ
属 性 説 明

1 aldle1
人 間 また は オ フ ライ ン の小 型 コ ン ピュ ー タ

で処理 で きる

2 aldle2 共通処理 とい う点でセンターで6処 理 が能率的

3 ald2・e1
高度 処理 とい う点 では セ ン ター で計算 す る

こと もで きる が不 可 欠 で は な 吟

4 ald2e2
高 度 で共 通な 処理 で ある か らセ ン タ ーの プ

ログ ラムで計 算 す る の が よい

5 a2blc1
この業 務の た め に ネ ッ トワーク に組 み 込 む

必 要 は ない

6 a2blc2dlel
情報量 が大 である ことだけが注 目され るが

優 先度は低い

7 a2blc2dle2
情報 量が大 で共通処理 で あるか らセンター

での処理 が適切

8 a2blc2d2
情報 量が大 で高度処理 を要 するか らセン タ
ーの大型計算機 で処理 が必 要

9 a2b2
緊 急度が高い情 報 伝達 は優先的 にネッ トワ
ーク化され る
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4--3行 政 情 報 の 地 域連 関 構 造 の把 握

各種 行政 情 報 の うち,ネ ッ トワー ク ・シス テ ム に乗 せ る べ き もの

が一 応 選 定 され た と して,次 に はそ れ を どの よ うな ネ ッ トワー ク構

造 に形 成 す べ きか が 問題 で ある。

と ころ で これ らの 行政 情報 の うち行政 上 の 何 らか の理 由で ネ ッ ト

ワーク ・シ ステ ム の メイ ン ・シス テ ムか ら切 り離 して運 営 す る 方 が

よい もの もあ る か も知 れ な い。 その 他 の大 多数 の情 報 は 統合 化 さ れ

た シス テ ムに結 び つ け て ゆ くの が基 本 的 には合 理 的 で あ ろ う。 そ の

場 合 ネ ッ トワーク ・シ ス テ ムの もつべ き空 間 的 な広 が り の構 造 は,

行政 情報 の現 に,ま た は あ るべ き地域連 関 構造 に よっ て基 本 的 に決

定 さ れ る こと にな る。

そ こ で第1表 の行政 情 報 連 関表 を全 国 数 ブ ロ ック に分 解 した地 域

連 関表 に書 き直 してみ る。 この場 合 前 項 で の優 先 順 位 別 に集 約 し,

単 位 を情 報量 で あ らわ すo

ま た,そ れぞ れ の時 間 帯別 分 布 の合 成 と して この地 域 間情報 量 の

時 間 帯 別 分 布 も把握 で きる 。

一16一
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第5表 行政 情報の地 域連関表

(4-2に おける情報の優 先順位 別)

● 蒸き
北 海 道 東 北 等

,

北

海

道 (情 報 量)

東

北

等
'

(
地
域
フ
・

ッ

ク
)

-

注=地 域 ブ ロ ック区分 は 全 く任 意 で あ り うる。

ヤ

5行 政 情 報 ネ ッ トワ ー ク 。シス テ ム の基 本 設計 にお け る課 題

5-1シ ス テ ムの一般 的 な設 計 条件

以 上 に述 べ た と ころ か ら行 政 情報 ネ ッ トワーク ・システ ムの基 本

設 計 をお こな う場 合,一 般 的 な条 件 と して あげ られ る の は次 の とお

りで あ る。
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(1}前 提 条 件

こ れ は対 象 業務 にお い て扱 わ れ る行政 情報 の条件 であっ て行 政

的 ・情報 技術 的 に決 め られ た も の で あ る。 それ は次 か らな るo

a入 力 情報 の特 性

b要 求 さ れ る処 理 の 特 性

c要 求 され る流 れ の特 性

② シス テ ム の内 部 条 件

これ は設 計 に おい て 機 能 ・容 量 ・構 造 等 を組 み 合 わせ,全 体 と

して最適 な効率 を発 揮 させ よう とす る もの で 次か ら な る。

a機 器 送 受信 シ ステ ム

回 線

交換 シ ステ ム

計 算 ・制御 シ ス テム

…〔1三≡

{3}シ ス テ ム の効 率 判 定 基 準

シス テ ムの最 適 化 とい う場 合 この ような複 雑 な シ ス テ ム では

単純 な判 定基 準 は 把 握 困難 であ る。 た とえば待 時 間 の費用 的換 算

を採 り あげ て み て も計 測 が難 か しい。 しか し大 き く分 けて 次 の二

つ の要 素 のバ ランス を取 る点 に シス テ ムの最 適 化 が ある とい え る 。

シ ス テ ム費 用 の最 小化

平 均 タ ー ン ・ア ラ ウン ドタ イ ム の最 小化

もち ろ ん この うち(a}あ るい は(b)の 片方 を前 提条 件 と して問題 を制
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,約す る こ と も考 え られ る 。

と ころ でシ ステ ム の内部 条 件 の 中 で,行 政 情報 ネ ッ トワー ク ・

システ ムの設 計 に 於い て特 に規 模 の 巨大 さ と業務 の複 雑 さか ら効

率へ の 影響 上問 題 と なる点 を以 下 に あげ る。

■ 5-2回 線網 のパ ター ン

回線 網 パ ター ン の 原型 を 第1図(a}一(d}の よ うに考 え るo(a),(b)は

基本 型 で これ に(c),(d}が 組 合 わ さ れ る。 まfC(a),(h)の 結 合 形 態 も あ

る。(た とえ ば 一 般 的 な形 態 と して の第2図)

こ こでネ ッ トワー ク形 成 の二 つ の ア プ ローチ と して,ス イ ッチ ン

グ セ ン タ ーが 各省 ・部 門 ま た は行政 業 務 辞 別 に存 在 してい る場 合 聞

と地 域的 ブ ロ ック別 に 存在 して い る場 合回 との二 つが あ る。行 政 の

縦 割 り方 式 の延 長 と しては{イ}のア プ ロー チ が対 応す るが,各 省 共 通

業 務 そ の絶倒 の ア ブ"ロー チ が回線 の節 約 に役 立 ち うる而 も無 視 で き

ない で あ ろ う。 全体 の シ ス テ ムの 最 適 化 はサ ブシ ステ ムの最 適 化 の

和 で あっ て は な ら ない か ら,こ の意 味 では(イ}と回 の二 つ の ア プ ロ ー

チ の両 立 が必 要 に なる か も知 れ ない 。(第3図)'

要す る に これ ら回 線 網 パ ター ン の うち最 適 な もの が選択 さ れ ね ば

な らな い。
◎

◆
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ω

第1図 行政 情報 ネ ッ トワーク ・シス テ ム回線 網 パ タ ーン

o

○

◎
o

国

ス イ ッチ ャ ー

:ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー

":端 末

下
れ
＼

,

b)

o

○

(c}

(d)
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第?図 行政 情 報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム 回線 網 の合 成 パ タ ーン

O

〃i

第3図 行政 情 報 ネ ッ トウ ーク ・シ ス テ ム回線網 の 地域 的 結 合 と行

政i業務 的結 合 の複合 パ タ ー ン

ー 、
一'＼メ

ノ ン 　

〆 〆/〆,o、

/(イ)徹i業 務白勺酷給

10
～ ○

＼ 鵠 禦
,B省 也鍋 スイ竺～ ター

センター

d'M's
._・X±1±ilkx・t・17・ ・!'X

センター '
'

!

O(ロ)

Y地 域 スイッチング・センター/
＼地 域 的 結 合
、1'
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5--3入 力 情報 の多 様 性 に対 応 した ス ケ ジュ ー リン グ ・アル ゴ リズ

ムの 開発

行 政 情 報 ネ ッ トワ ーク ・シス テ ムに お い て は,情 報 量 の 巨大 さ種

類 の 多様 性 が形態 的特 徴 を な して い る とい え る。 し たがっ て回線 や

コン ピュ ー タの利 用 に お いて 各所 に情 報 の待 行 列 が 生 じ うるか ら,

そ れ を適 切 に処 理 す るだ めの 時 分 割方 式 の採 用 が当 然 重要視 さ れ る

こ と にな る。時 分 割 方式 にか い て ター ン ・ア ラウ ン ド ・タイ ム を規

制 し,ま た間 接 的 に は時 間 費 用 に影 響 す る ものは 次 の二 つ の要 因 で

あ る。

a着 手順(Priority)の 決 定 方 式

b時 分 割単 位(QuantumSize)の 大 きさ

着 手 順 の 決 定方 式 につ いて は,そ れ 自体 色 々なア ル ゴ リズ ム を持 っ

て い るoftと え ば通 常 論 ぜ られ る もの に は 次 の もの が あ るo

{イ}C/tル ール(coSt-rate/time)

(ロ}SJN方 式(Shortest-Job.Next)

(・9FCFS方 式(First-Come-First-Served)

←}RRS方 式(Round-RDbin-Scheduling)

困 外 的優 先順 位 方 式

こ れ らの方 式 の うち対 象 とな る情 報 の特 性 に応 じて適 切 なアル ゴ

リズ ム を見 出す ことが必 要 で あ るoま た,時 分 割 方 式 に対 応 した同,

㈱ の 方式 ま た はそ れ らの組 合せ 方 式 の場 合(b)の 時 分割単 位 の最 適値

を決 め る こ とが 問 題 にな る。 こ れ ら につ い て は,い ろ いろ なシ ミュ

レ ー シ ョンま だ は解析 的方 法 が 研 究 され てい るo
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5-4シ ステ ムの最 適 化 の ため の方 法

行政 情報 ネ ッ トワ ーク ↓シス テ ム の最適 化 に 於い て単 一 の全 体 モ

デ ル です べて の条 件 を カバ ーす る ととは極 め て 困難 で あ る
。 そ こで

全体 をい くつ か の サ ブシス テ ム に分解 し,そ れぞ れ の 動 作特 性 を み
,

また部 分 的 な最 適 設 計 をお こ なっ て,最 終 的 に全 体 シ ス テム の 最 適

化 に 向 う方 法 が 考 え られ ね ば な らない 。 サ ブ シス テ ム と して け
,一

つ の ス イ ッチ ング セ ン タ ー を中心 と し ,そ れ と結 び つ い た端末 群 を

採 る ことが で きる。

ま た,前 項 に述 べ た 各 種情 報 の集 中 す る機器 につ い ては
,そ れ を

一 つ のサ ブシス テ ム とみ て
,ス ケ ジ ュ ー リン グ そ の他 の制 御 方 式 を

解 決 す る こ とが で きる。 以 上 を通 じ部 分 的 ・全体 的 に シ ミュレ ー シ

ョン的方 法 が有 効 で あ る が
,他 の 解 決方 法(た とえばOR)を 利 用

す る こ とも必要 に なろ う。

6行 政 業 務に おけ る情 報 の 特性 分 析 の一 事 例

一 自動 車 登録 検査 業務 を中心 と し
て一

6-1自 動車 行 政 の 概 要 につ い て

行政 情報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム の構 想 に最 も必要 な前 提条 件 は
,

行政 主 体 で あ る 関係 官 庁 にお け る業 務 の分析 で あろ う
。 この 分析 に

よ り ・現 状 を明確 に し ・さ らに将 来 の望 ま しい方 向を探 索す る作業

へ と進 め られる 。 一 概 に 業 務 分析 と言っ て も
,従 来 の企 業 に弁 け る

業務 分析 の手 法 だけ で,複 雑 な行政 業 務 の現状 を充分 に把握 で きる

か 問題 で あろ うo

と ころ で,行 政 業務 の分 析 に は,二 つ の 面 が あ ると考 え られ る。
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そ の一 つ は,行 政 的 視 点 にお け る もの で あ る 。他 の面 け技術 的 な視

点か らの,もの で ある。 前 者が行 政 主体 の立 場 か ら,行 政 業 務 の能 率

化.改 善 を 目ざす もの で あ り,後 者 は業務 に お け る情報 の特性 を把

握 す る こ とが 目的 とさ れ る。 こ こで具 体 的 に,自 動 車 行政 にお け る

技 術 的 な面 か らの 分 析 を試 み た。 勿 論,こ の 分析 の た め の 使用 デ

ー タは,実 調 査 に基 づ くもので は な い し,そ の方 法 も不完 全 な もの

で あ るが,3情 報 処 理 技 術 の視 点 か らの 行 政 業務 の分 析 に対 応 した

事例 と して 記 述 した もの で ある。,

わが国 の モ 一 夕 リゼ イ シ ヨンの発 展 に 伴 ない,自 動 車 保 有台 数 は

急増 を示 して い る。 この 結果,自 動 車 行 政 に 関 す る業 務量 の増大,

繁 雑化 が顕 著 とな り,業 務 の近代 化 が強 く要 請 さ れ る に至っ た。例

え ば,昭 和45年3月 頃 か ら開始 さ れ た 運 輸省 自動 車 局 に よる 自動

車 登 録検 査 の 電子 情報 処理 組織 はそ の一 環 で あ ろ う。

_口 に ,自 動 車 行政 と言っ て も,自 動 車 そ れ 自体 に関 す る ものや

機 能お よび運営 の観点 か らの交通 ・運輸行政 や設備 的な面からの道

路行政 が含 まれ業務 内容 も多方面 にわたる と考え られる。第4図 は

自動車 行政 の主な業務 にっ いて簡単 に示 した ものである。 さらに各

省庁 間相互 に関連す る業務,又 は相互 に利 用す ることの可能な情報

を把握す るため噂6表 に聾 した・ ・の表は縦の欄 幽 係官庁名

を,横 の 欄 には大 き く分 類 しft業 務 内容 を示 した もの であ るoし か

し第6表 で は単 に業 務 名 と所 轄 官庁 名 の 関係 を表 わ して い るの み で

あるo

従 っ て,い か な る情 報 が どの ように流 れ る か を知 る だめ には第7

表 の 形式 に しな け れ ば な らない 。 この表 は 情 報 の発 生 源 であ る官 庁
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とそ れ の利 用 官庁 を結 び つ け る情報 連 関表 と言 うべ き もの で あ り,

情報 の特 性 の分 析 も,こ の表 に従 っ て 進 め られ る と考 え られ る。

但 し,こ の第7表 では,自 動車 登 録検 査業 務 と運 転 免 許 業 務等 を

記入 した 不完 全 な もの で あ る。

第4図 自動車行政 の概略図
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策6表 各省庁 における自動車関連行政 業務

≡

自動車登録関係 運転免許関係 交通 ・道路関係 輸 送 関 係 生産 ・流通 関係 税 ・保険関係 そ の 他

総 理 府 交通安全対策

警 察 庁

運転免許事務

き賭鷺山

交通事故防止

交通事故の処理

道路交通規制

交通管制

道路交通統計

交通事故統計

自動車教習所

犯罪捜査

救急システム

法 務 省 交通事故犯処理

大 蔵 省 輸出入 関 税

厚 生 省 救 急 医 療

通 産 省
輸出入

自動車の生産流通

運 輸 省

自動車登録検査事務

(自動車㌻ ⊃

自道車道の開発

自動車道事業

日本道路公団

高速道路

自動車運送事業

旅客運送事業

貨物自動車運送事業

団勧車運送取搦 撲

通運事業

自動車販売事 業

自動車の整備事業

自動車損害賠償

責任再保険

建 設 省 G⌒ ンター)

自 治 省 地方税,市町村税

消 防 庁 救 急 業 務
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行政 情報 の連関表(自 動車行政 に関する)第7表

利 用 者 省 庁

発 ＼
生 用

瀬 情 途

省
報

庁 名

総
理
府

警
察
庁

経
企
庁

運
輸
省

自
治
省

消
防
庁

通
産
省

交

通

安
全
対

策

統
一

コ

1

ド

・..・ ・ ■

犯

罪

捜

査

通

事

故

転

者 …

管

理

経

済

政

策

.● ■1 ρ 喧

自償
動責

車任

損 再
害保

賠険

自
動
車
道
の
開
発

自
動
車

録
台
帳

登 … ・.・

地

方

税

市

町

村

税

否..■ ●

救

急

対

策

.■ ■ ・・ ●

輸

出

入

政

策

生

産
流

通
政

策

■ ■ ■. ・ ■

運輸省 自動車登録検査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

警察庁 運 転 免 許 ○ ○ ○ ○

交 通 事 故 ○ ○ ○ ○
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第7表 で 情報 が横 に広 が る もの は,多 くの利 用者 が いる こ と を示

し,縦 に 延 び て いれ ば,各 省庁 が何 らか の業 務 を行 な う'ため に は,

多地 点 か ら情 報 を収 集 しなけ れ ば な らない こ とを意 味 す る。 しか し

この表 を作 成 す る に は,個 々の 業務 の詳 細 な調 査 に基 づか ねば な ら

ない。 従 っ て以下 に 自動 車登 録 検 査 業務 を 中心 に情報 特 性 の 把握 を

試み た 。

6-2自 動車 登 録 検 査 業 務 につ い て

まず,自 動 車登 録 検 査 の業 務 につ いて,現 在,実 施 さ れ て い る シ

ス テ ム を 説 明す るo

自動車 の登 録 お よび 自動車 抵当 法 に よる抵 当権 の登 録 は 当 該 自動

車 の使 用 の本 拠 地 の管 轄す る都 道 府 県知事 が行 な い,そ の 自動 車 登

録 原簿 の 保 管 は 運 輸 大 臣 の 管轄 と法 令 に定 め られ てい る。 現 在,こ

の登 録 検 査 の業 務 は 第5図 で示 さ れ る電子 計 算機 を利 用 した 方法 で

処理 され て い るo

申請 者 は,地 方 の 陸 運事 務所 の 窓 口へ 申請 書(マ ーク ・シ ー ト)

を提 出 し,係 員 が 受付 審査 を した上 で,マ ーク ・シ ー ト・リ ーダ に

入 力す る。 マ ー ク ・シ ー ト ・リー ダ は 内容 を読 取 り,東 京 大 手 町 に

ある 自動車 登録 セ ン タ ーヘ デ 一 夕 を送信 す る。 セン タ ー では,そ の

内容 を解 読 し必 要 な処 理 を 済ま せ,結 果 をそ の デ ー タ を発 信 した陸

運事 務 所へ 返 信 す る。返 信 され た 内容 ぱ 自動 車 検査 証 や登録 事 項 な

どの証 明 書 とし て プ リン タ ーへ 印 字 さ れ る。 なお,第5図 に おい て,

点 線 の枠 で 囲 ま れ だ 地 方 自治 情 報 セ ン タ ー,お よび 各部 道 府 県 の税

務 課 は,登 録 の情 報 か ら,自 動 車税 の デ ータ に加 工 して徴 税 業 務 に
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細 しバ た澄 録され頑 動車の塗色などの防犯関係資料は警察

庁 で利 用 して い るo

第5図 自動車 登 録 の情 報 経 路
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6-3自 動車登 録検査 業務 の情報特 性 の把握

まず,業 務 の種類 としては,第8表 の内容 が列挙され るが大 量 な

情報量 を持つ主業務 とい う意味か ら,登 録 と検査 業務 を中心 に調 べ

てみるo

第8表 自動車登録検 査業務 の内容

登録業務 新規登録,移 転登録,変 更登録,ま っ 消登録,更

正登録,登 録事 項な どの証明書発行,そ の他 番号

変更 や照 会業 務 なと

検査業務 新規検査,検 査 証記載事 項変更,構 造 等変更検査

な どに伴 う検査証 の発行,各 種検査 に伴 う検 査記

録簿 内容 の変 更

統計業務

1

保有車 両数,燃 料別車両数,形 式別車 両数,車 名,

型 式,初 度登 録年別車 両数,市 部別 車両数

自動 車 の登録 検査 業 務 の 情 報 の流 れ を表 に よ っ て 現 わ し た も の

が 第9表 の連 関表 で あ る。表 に ☆ い て 記入 さ れ て い る記 号 は次 の こ

とを意 味 す る。 す な わ ち,最 初 の 英文 字は 情報 の階 層 で あ り,後 の

数 字 は情 報 の流 れ る順 序 で ある 。 参考 ま で に第6図 に示 し てお く。
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第9表 自動車登 録検査情報の連関表

利 用 者 省庁 。部門
発
生

鵠蚕 ㌔ 途

運輸省

自動車局

運輸省

陸運事務所
(自治 省)

地 方 自治情 報
セ ンター

都道府 県
税 務 課

警 察 庁 その他の省庁

登録 ・検査
の記録 ・統
計資料作成

証明書の発行 自動車税の情
報を地方へ分
配

自動車税課税 交通事故 ・犯
罪

政策立案

運 輸 省 自 動 車 局

自動車登録センター

登録 ・検査の
記録 ・統計資
料

』-2 b-1 d-1
申請データを

記録 し,処 理

の後返信す る

自動車の所有
者変動の情報

各種自動車
統計資料

運 輸 省 陸 運 局

陸,運 事 務 所

登録 ・検査の
申請

a-1 c-1
申請 デー タを
センターへ送

信す る

自動車の特長
を示すデータ

(自 治 省)

地 方 自治情報センター

自動車税の課
税対象変動情
報

b-2

磁気テープの
形式で送付す
る

都 道 府 県

税 務 課
●

警 察 庁

そ の 他 の

省 庁
・一



第6図 自動車登録検査情報 の流れ

治

報
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自
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筋
彫

都 道 府県

○

情 報 の流 れ を以上 で 把握 した とす れ ば,次 に 情報 の特 性(量,言

語 な ど)と 処 理特 性 につ い て調 べ る。 これ らにつ い て も,第9表 の

情 報連 関表 と同 様 に マ ク ロ的 な把 握 を試 み てい る。

第 一 に,情 報 の特 性 に関 す る もの を第10表 に示 してい る。 この

表 は縦 の欄 に 個 々の情 報 の流 れ を記入 し(こ れは情 報 連関 表 の記 号

で示す),横 の欄 は個 々 の特性 で分 け て い る。 特 性 につ い て は情

報量,言 語,通 報(メ ッセ ー ジ)の 内容,信 頼性 を 取 り上 げ た。
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第10表 自動車登録検査情報 の特性

の

流れ'"

儲 号)

情 報 量
苦 今←

言 語 通報の内容 信頼性

a

1

x
U93400K・BiT/月

マ ー ク ・シ ー ト

専 用 回 線 一定形式 中程 度

ISOコ ー ド

2

x
3536000K・BiT/月 専 用 回 線 一定形式 中程 度

ISOコ ー ド

b

1

苦
1ρ51296K・BiT/月

磁 気 テ ー プ,

送 付 一 定形式 中程度
6単 位NEACコ ー ド

2 b-1と 同 じ

磁気 テ ープ
送付 一定形式 中程 度
6単 位NEACコ ー ド

c-1 不 明

ハ ー ド・コピー

送 付 一定 形式 中程度
不 明

d-1 不確 定 ・少量

ハ ー ト㌔ コピー

送 付 不 定 低程度
不定

注:苦 昭 和44年12月 のデ ー タ を

使用

÷e÷e言語 は 上段 が物理 的 な情 報媒

体 で,下 段 は記録 のた め の コ
ー ド

通常,情 報 量 は一 定期 間 の情 報 の平 均 通 報数(メ ッセ ー ジ数),

通 報1件 当 り の平 均 文 字 数 を標 準 的 な統 計 手法 で あ るサ ン プ リン グ

調 査 を行 なっ て 算 出 す る。

情報 量(BiT/期 間)=平 均 通報 数(件/期 間)× 通報1件 当bの

平 均 文字 数 ×1文 字 のBiT数
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言 語 につ い ては,二 通 り の意 味 を 持 つ 。 そ の一 つ は 情報 の物 理 的 な

形(情 報 媒 体)で ある。 例 え ば

(イ}ハ ー ド ・コ ピー(紙 に手書 き,又 は印刷 した もの)

回 せ ん 孔 カー ド,噛マ イク ロ フィル ム

←→ さ ん孔 テ ー プ,磁 気テ ー プ

(⇒CRT表 示 装 置(CAT}IODERAYTUBEVISUALDIS-

PLAY)

㈱ 磁 気 イン キ を使 用 して い る印 刷物

な ど で あ る。 言 語 の他 の用 法 は情報 を記録 す る コー ドを示 す。 例 え

ば,

(イ)五 単 位 の コ ー ド(BAUDOTCODE)

(ロ1六 単位 の 二進 化 十 進 法 コー ド

倒 七 単 位 の テ レ タ イ プセ ッ ター ・コー ド

←)七 単 位 の フィ ー ル ド ・デー タ ・ コー ド

困 七 単 位 の ア ス キ ー ・コー ド

な どで 約60種 類 あ るo

次 に通 報 の 内容 につ いて は 一 定 形 式 の もの と不 定形 式 に分 け ら

れ る(だ とえ ば前 者 につ い て は,注 文 伝 票 の注 文 住 月 日や商 品名,

数量 単価 客先 名 などがその内容 となる。最 後 に情報 の信頼 性に

関 す る項 目が あ る。 これ は情 報 が 通信 さ れ る場 合 に 望 ま れ る信 頼 性

で あ り 誤 りの生 ず る場 所 は通 信 シ ス テ ム内部(端 末機 器 と伝送 路)

と通信 デ ー タ 作 成 の 階 段 に 分 け られ る。 前者 に お け る誤 りの発生

率 は 非 常 に少 な く 後 者 のそ れ の方 が 高 い と言 え る。 しか し誤 び ゅ

う率 を低 くする に は そ の だ め の費用 が 増 す か ら,要 求 さ れ る信頼
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性 は対 象情報 と費用 に より決定 される。簡単 に信頼 性 の程度 と情報

を分類 した ものが第11表 である。

第11表 情報処理 の信頼性 と内容 の関係

.情 報 の 内 容

高
人命 にか か わ る情 報,国 家機 密,国 防 ・防 災 に関す る情

報,社 会 的 に大 き な影 響 ・利 害 を もた ら し うる情報

中 通 信 内容 が コ ー ド化 さ れ て誤 りを 発見 しに くい 情報

低
誤 りを通報 内容 の相互関連 で容易 に発見 でき る情報,誤

りに よる影響 が比 較的小さ い情報

以 上 の よ うな 基 準 で第10表 の欄 に記入 して あ る。 情報 量 の算 出

は次 の通 りであ り,使 用 デ ー タは 昭和44年12月 の もの で あ るo

ぐa-1>登 録 検 査 件 数:登 録 関 係 約466,000(f4/月)

検査 関 係(推 定)i約639,000(件/月)

■

合 計1,105,0001Lレ り弓

1件 当bの 平 均 文 字 数:申 請 内容 に よ り,120～190

桁 ま で で あ る が 経 験 的 に 知 ら

れ て い る値 を 使 用 す るo

平 均 文 字 数 約135桁

イ夏用 コ ー ド:(ISO/CCITTコ ー トう

7BIT十 パ リテ ィ ・ビッ ト
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情 報 量=1,193,4001(・BIT/fil

〈a-2>登 録 検 査件 数a-1と 同 じ

1件 当bの 平均 文 字数 約400桁

使 用 コー ドa-1と 同 じ

'1{青報 量=3 ,536,000K・BIT/月

〈b-1>登 録件 数:課 税 対 象 の変 更 情 報 件 数

約466,000(件/月)

1件 当 りの平均文 字数:376桁

使 用 コ ー ド6単 位NEACコ ー ド

情 報 量=1,051,296K・BIT/月

〈b-2>〈b-1>と 同 じ。

通報 の内 容 につ い ては 明 らか にな って い る流 れ につ い てのみ記 述

す る。

〈a-1>車 台 番 号,型 式 指 定番 号,使 用 者 の 産業,使 用 の本 拠

地,所 有 者 の住所,所 有=者の 氏 名,車 体 の塗 色,番 号

指示 等 。

〈a-2>a-1の 内容 に下記 の 項 目 を加 え た もの。

登 録 番 号,登 録年 月 日,車 両 重 量,乗 車 定 員,形 式 の

寸 法 等 。

<b-1>〈a-2>の 内容 か ら 自動 車 税 の徴 収 に必 要 な項 目を

取 出 した もの に郵 便 番 号,税 率,課 税 額 を追 加 した も

のo

<b-2>〈b-li>と 同 じ。

第 二 に,情 報 の処 理 特 性 につ い て,第12表 に現 わ した。 この 表
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で は縦 の欄 に個 々の 情 報 の流 れを,第9表 の 連 関表 で用 い た 記号 で

示 し,横 の欄 には 処理 の特 性 で分 け て ある。 勿 論,こ こで処 理 と言

う場 合 は,情 報 の利 用者(受 信 側)に おけ る処 理 を意 味 す る。 処理

の特 性 にっ い て は,処 理 地 点,処 理 の程 度,処 理方 法 を取 り上 げ た こ

処理 の程 度 とは,単 純 か複 雑 か を示す 程度 と考 え,第13表 を一一

応 の基 準 と して い る。

第12表 自動車登 録検査情報 処理 の特性

流れ目魏 処 理 地 点 処理の程度 処 理 方 法

(記号)

、電 算 機 を 用 い,自 動 車 の大

1
東 京 中 程 度 量情報 の記憶管理o従 っ て

主 な処 理 は 各種 フ ァイルの

作 成 ・更 新 ・抹 消 で ある
a

全国(65か 所)
2

(陸運事務所)

自動 車 登 録 フ ァイル か ら,

1 東 京 中 程 度 必要 データを都道府県単位
に抽 出

b

2

全 国
中 程 度

自動 車 税 の課 税 台 帳 の更 新

従っ て,フ ァ イル のup一

(各都道府県庁) dateが 主 な 処 理

c-1 東 京 不 明 不 明

d-1 不 定 単 純 沐 定
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第13表 情報処理 の難易 度

処理内容 程 度 処 理 の 特 長 例

ある項 目単位 に集計 作表 したり 交通事故統計

集計計算 単 純 単純 な計 算方法 に よる もの 給与計算

計算式が固定化 している

集計計算 の処理 と類似 するが, 人事管理

比較的大量の情報と各種基準値 販売,生産管理

定型的管理 中 程 度 ル ー ル を記 憶 し管 理 す る 会計管理

又 照 合,検 索,分 類 を行 ない,

各省庁 の定型i業務の管理の高度

化 を指向する もの

意志決定 のための参 考資料の作 経済分析

分析予測 やや複雑 成 シ ス テ ム分 析

各 種 の 解 析 ・シ ミュ レ ー シ ョン 需要予測

複 雑 な シ ス テ ム,シ ス テ ム モ デ 社会問題

ル,方 法 論 の開発 の た めの解析 医 学

試験研究 複 雑
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

数学 的 モ デ ル を解 くた め の ア ル

ゴ リズ ム の研究,未 知 の対 象 の

法則性 の研究

最 後 に,個 々の 情 報 の 伝達 に お け る緊 急度 に つい て 調 べ てみ る。

勿論,情 報 の伝 達 は 速 い程 よい と考 え られ る が,こ'こ で はそ の情報

が 有 効 に利 用 ま た は処 理 さ れ るた め に要 求 され る伝 達 速 度 と考え る。

〈a-1>/<a-2>約40秒 で あ る。 申請 者 が マ ーク'シ ー トに
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<b-1><b--2>

〈c-1>

<d--1>

登録又 は検査 事項を記入 した後,証 明書 が作

成 されるまでの時 間は
、,申請者が窓 口での待

ち時 間を意識 しない程度(約5分 間まで)の

緊急度が要 求されるo

自動車 税の課税 台帳 の更新 は,月 単位 で処理

す るだめ緊急度 は低い。

日又 は週 単位程度の緊急度は比較的 低い と考

え られ るo

緊急度は低 い。

以上 で完 全 で ぱある が,一 応 の情報 特 性 の把 握 を した とす れば 行

政 情 報 ネ ッ トワ ーク ・シス テ ム での対 象 業務 の選定基 準 に照 し合 せ

てみ だ い。 そ の結果 を 第14表 に示 し た。

第14表 自動車登録 検査 業務 にお ける優先度比較

■

要 因

業 務
利用点 緊急度 情報量

処 理

程 度

処理の

共通性
分 析 結 果

a-1

a-2
登録 検 査 複 数 高 い 大 中 無

緊急度が高い情報伝達
は優先的にネ ットワー
ク化すべきもの

b-1

b-2
自 動 車 税 複 数 低 い 大 中 無

情報量が大きいことか
注目されるが優先度は
低い

c-1
自動車登録

防 犯 資 料
不 明

比較的

低 い
不 明 不 明 不 明

d-1
自 動 車

統 計 資 料
複 雑 低 い 小 高

多 少

あ る

この業務はネ ットワー

クに組 み込 む必要 はな
い
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分 析 結果 の 内容 は,前 述 の4--2に お け る第4表 の もので,行 政

情 報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの対 象 業 務 に取 り上 げ るべ き優 先順位

を 表 わ したも の で ある。 従 っ て,こ の結果 で観 る か ぎ りは運 輸 省 の

自動 車登 録 検 査 シ ステ ムの オ ン ラ イン化 は 当然 で あ る と言 え る。

自動 車 税 につ い て ぱ,比 較 的 情報 量 が大 きい だ け に行政 業務 の迅

速化,能 率化 の面 か ら考慮 され ね ば な らない。 他 の 中央 と地 方 自治

体(都 道 府 県)を 流 れ る情報 を 分析 した 上 で,中 央 ・地 方 自治 体 間

の行政 情 報 ネ ッ トワーク化 を検 討 した な らは,自 動 車税 は その ネ ッ

トワー ク の対 象業 務 に なb得 る条 件 を備 え てい る と言 え るoまft,

自動車 統 計 資料 に 関 して は,利 用者 が多 数 で高 度 の処理 を行 ない 意

志決 定の 判 断材 料 と なるが 緊 急 度 は低 い 。 従 っ て,自 動車 登録 セ ン

タ ー と利 用 者 との デ ー タ通 信 よ りも,各 種統 計 資料 の デ ー タ ・バ ン

ク と言 うべ きセ ン タ ーか らの テ レ ファ ックス 網 を 利用 しだネ ッ トワ

ーク化 が検討 され るべ きで あろ う。

今後,さ らに時 間 的分 布 の特 性 や情 報 の地 域 的相互 関係 を 明 らか

にす る とと もに,情 報特性の把握 について,客 観性 を持 ち得 る基 準

設 定 を.工夫 す る必 要 が あ る。

7お わ り に

行 政 情報 ネ ッ トワー ク ・シス テ み を考 え る に あ た り,多 くの ステ ッ

プが 必要 で あ るo

第一 に,こ の よう な ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム に は行 政 内容 と独 立 で

は な い。 つ ま り行 政 情 報 管理 の政 策 に従 属 しだ 形で,情 報 の運 用 方 式

と手 段 とが 決 定 さ れ る こ とであ る 。 第二 に 情報 処理 手段 の技術 的 水準
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と発 展 とは ・今 日で は情 報 政 策 を一変 させ るだけ の効 率 を持 っ てい る

か ら,そ の意味 で 技 術 的 判 断 が行政 そ れ 自体 に フ ィ ー ドバ ックさ れ る

面 も大 きい。 第三 に ネ ッ トワーク ・シ ステ ム の具 体 的検 討 に は,こ の

よ うに行政 的視 点 と情報 処 理 の技 術 的 視点 との両 面 か ら行 政 業務 を調

査 ・分析 し,そ の結 果 に よ り分 類 ・組立 て な けれ ばな らない 。最 後 に

行政 情 報 ネ ッ トワLク の よ うな大規 模 な シ ス テ ムの実 現 過 程 に は,現

状 把握 だ け で な く,行 政 の将 来 構 想 と枝術 の将 来性 を妾 慮 した ダイ ナ

ミ ッ クな導 入過 程 を計 画 す る こ とが必 要 で あ る。

本稿 は この よ うな必 要 方作 業 の ス テ ップへ の 分解 とそ の位 置 づ け,

その 主 な作業 内容 と解 決 目標 の概 略 を論 じた 。 また そ の適 用 例 と して

デ ータ的 に不 充 分 なが ら 自・動 車 行政 情 報 の一 端 をあげfto

なお 今後 の問題 と して ○行政 課 題 と しての との テ ー マ の展 開 は一 応

別 と して,情 報 処 理 技 術 的 に み てい くつ か の作 業 課 題 が考 え られ る。

一 つ に は ,行 政 情 報 管 理 に役 立 たせ るた め の行 政 情報 の特 性 ・構 造

の よ り詳 細 な分析 で あ る。 これ は ネ ッ トワ ーク ・シ ス テ ム を論 ず るた

めの 内容 的基 礎 で ある 。

第二 は,行 政 情 報 ネ ッ ト ワーク ・シス テ ムの程 度 の規 模 と性格 を も

つ情報 処 理 の オペ レー シ ョン ・モ デル を想 定 し,そ れ に よる効率 性 と

最 適 な コ ン ト ロール 方 式 を検 討 して お くこ とで あ る。 これ は 今後 の技

術的 プラ ン ニ ング におい て無駄 な組合 せ を排 除 し,一 つ の標 準 モ デル

を設 定す るた め に 役立 つ で あ ろ う。
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§2.カ リフ ォル ニ ア州に おけ る行 政 情 報

不 ットワーク ・システムに 関する資料
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1.は し が,き

カ リフ ォ ル ニ ア 州 に お け る行 政 情 報 ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム に つ い

て,カ リフ ォ ル ニ ア州 政 府 財 務 局 特 別 補 佐 官M.F.McDonald氏 の 書

い たt「p・bli・ ・ect・ ・d・t・banksandd・t・p・ ・cessi
。9in

california"よ り一 部 抽 出,翻 訳 し た もの で あ る。

上 記 資 料 は,1つ は 州 政 府 のTheIntergovermentalBoard

onElectronicDataProcessingがArtherYoung&co-

mpany(公 認 会 計 事 務 所)と の契 約 に基 づ い て 行 な わ れ た 「カ リフ ォル

ニ ア 州 お よび 地 方 政 府 に よ る 最 近 の デ ー タ処 理 方 法 」 と
,も う1つ は

LockheebMissiles&SpaceCompanyの 行 っ た 「 カ リフ ォル

ニ ア に つ い て の イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・シ ス テ ム の研 究 」 か ら の 引 用 が

そ の 中 心 と な っ て い る。

こ の 資 料 の な か か ら ,行 政 業 務 のEDP化,ネ ッ トワ ー ク 化 に 関 す

る 調 査,な ら び に 現 在 ネ ッ トワ ー ク を実 施 し て い る 犯 罪 情 報 通 信 シ ス

テ ム に 関 す る 資 料 を と り出 し て紹 介 す る。

■
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カ リフォルニア州におけ る行 政業務

一一47一

 

2

●

●



「



○ カ リフ ォル ニア 州 の急 激 な人 口増 加 の ため に,州 政 府 はCOmputer

な しで は,多 量 の記 録 保 存 くRecord-一'Keeping)は 不 可 能 に な っ た

こ と を認 めた。

現 在 ・Record-Keepingを 行 な って い る一 つ の例 を見 る と,1,450

万 の運 転免 許 と2,000万 の 自動車 の登 録 が フ ァイル され て い る。 運

転 免 許 は3年 か ら5年 ご とに,自 動車 登 録 は毎 年 書 き替 え られ な け れ

ば な らない。 この よ うな情報 の確 保 に加 え て,昼 夜 の区別 な く,い つ

で も1000の ター ミナル を通 じて,各 政府 の役 人 のた め に迅 速 な情

報 の提 出 が必 要 に な って来 る。

州 政 府 に おけ るデ ータ バ ンク につ い ては 州 政 府 が毎 年 の諸 活 動 を遂

行 す る為 に,多 量 の情 報 項 目を集 め,保 持 してい る。TheInter-

governmentalBoardonEDPの 調査 結 果 に は 州 政 府 の 有 して

い る情報 につ い て の詳細 は レポ ー トさ れ てい ない が,政 府 の重 要 な相

互 関係 につ い て のシ ステ ム に関 して は レポ ー トされ てい た。

カ リフォ ル ニ ア州 政 府 のほ か に も,地 方 政府 に大 きな影響 を与 え る

ほ どの シ ス テ ム を有 す る州 政府 は22あ る。 シス テ ム とサ ブシ ス テ ム

の 合計 は72あ る。

この情 報 の交 流 は,州 政府 に とっ て も地方 政 府 に とって も重 要 な こ

とで あ る。

そ れ は非 常 に むず か しい領 域 の一 つ で あ り,迅 速 性 と正確 性 と有効

性 の保 証 が,常 に要求 さ れ るか らで あ る。

あ る場 合 には,地 方 政 府 の遅 速 な レポ ー トや 州 政 府 の有効 性 の低 い

シ ステ ム の おか げ で,10数 ケ月以 上 もか か っ て しま う時 もあ るだ ろ う。

図－Aは 州 と地 方 にお け る情 報交 流 の複 雑 な関係 を表示 してい る。
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●

こ の図 は196'5年 にL・ckheedMissil・ ・&SP・ceC・mp・ 。・y

がttCalifOrniaに お け る イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の研 究"と

題 す る レ ポ ー トを 完 成 さ せ た 時 に 作 られ た もの で あ る。

レポ ー トの 量 に つ い て は,LOckheedの 研 究 で は ,こ う述 べ られ て

い る。 郡 は 州 とは 違 っ た600種 類 の 調 査 を した
。 しか し,そ れ らの'

う ち の ほ ん の 少 数 だ け が,レ ポ ー ト と して 示 さ れ た 。1年 間 に代 表 的

な 郡 に は10.000近 く の レ ポ ー トが 送 り込 ま れ る で あ ろ う。 各 郡 か ら

多 くの レポ ー トを受 け 取 っ た 州 の 各 局 は 次 の 通 りで あ る 。

州政府

社 会 事 業

教

保

司

農

監

菅

縫

法

業

査

精 神 衛 生

郡 か ら の レ ポ ー ト数

204

72

69

58

37

27

22

1965年 か ら6年 以 内 に は 我 々 の 手 を わ ず らわ す 方 法 を減 ら し

Communic・a・tionterminalsに よ っ て,レ ポ ー トを 自動 化 す る こ

と が 望 ま れ る だ ろ う。 い くつ か の郡 で は す で に 紙 に よ る レ ポ ー トに か

わ っ て,カ ー ドや テ ー プ を用 い て い る と こ ろ も出 て 来 て い る
。 残 念 な

こ と に こ の 分 野 の 機 械 化,合 理 化 の 進 歩 は,ほ と ん ど な い 。

LOckheedの レ ポ ー トに ・新 しい 試 み も表 われ て い な い と こ ろ か ら

す れ ば 現 状 で は 何 の改 革 も な く,む しろ 悪 化 して い る の で は な い か と

も思 わ れ る。
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州 政府 は ま だ,医 大 な情 報 の 必要 に応 じ うる だけ の規格 化 と 自動 化

のな さ れ た レポ ー トにつ い て のSystematicProgramに 関 して 理

解 して い な い。

必 要 な情 報 とそ の関係 につ い て の い くつか の典型 は 次 の23例 の 中

に入 って い る だ ろ う。 デ ー タベ ー ス の本 質 につい て の記 述 か ら,だ い

だ い は推 断 出来 るか も知 れ ない が,デ ー タ要 素 とデ ー タ ・シ ステ ム に

つ い て の詳細 か ら も判 断 が得 られ るだ ろ う。

一52一



地 方 管 轄を含 む 州 機 関 のEDP適 用

農 林 部

農 林害 虫駆 除

o目 的 と摘 要

一 カ リフ ォル ニ ア で用 い られ て い る殺 虫剤 の タ イ プ
,場 所,目

的 別 に よ る表 の作 成

o地 方 の関 連

二 州 法 の要 求 に よ る僻 購 告

一 殺 虫 剤 使用,場 所,タ イ プの情報 分 割

大 気 資 源委 員 会

大 気 調 整 と中止 され た特 別 報告

o目 的 と摘 要

数 千 とい う記 録 が 毎 年集 め られ,カ リフォル ニ ア の大 気 の状

態 の性 質 が 調 べ られ て い る。 デ ー ターは 磁気 テ ー プ に収 め られ,

数個 の コ ン ピュ 一 夕 ズ ロ グ ラ ム に よ り処理 され る。

o地 方 の関 連

一 ・情 報 報 告

大 気 放 射 デ ー タ の 情 報分 割

気 象 学

o目 的 と摘 要

方 向,上 限,反 転研 究 に よ る風 の速 度440,000位 のデ ー タ

が年 々収 め られ,数 個 の プ ログ ラム に よ り処 理 され る。 デ ー タは

大 気 調整 綱 に よ り集 め られ る。

一一53-一



o地 方 の関連

一 情報 報 告

コ ン トロー ラー

地 方政 府 財 政 年 度 事 務 プ ログ ラム

o目 的 と摘 要

一 この プ ログ ラ ム に よ り ,地 方 局 は,予 算,会 計,そ して不 動

産 や私 財 の税 金 の収 集 に関 して統 一 され た効 果 的 な手 順 を確 立 で

き,叉,地 方 政府 に関 す る意味 の ある財 政的 情 報 報 告 も確 立 で き

る。 プPグ ラム要 素 と して,(1)財 政 報 告 と予 算,② 街,道 路,(3)

統 一 会 計,(4)税 金 に よる譲渡 土 地

o地 方 の関連

災 害 事務 局

市 民保 護監 視 局便 覧

o目 的 と摘 要

一 ・監 視 局 の 設 備 目録 の更 新 と ,監 視局 と保 護 局 の便 覧 を提供 す

る。 約11,0'00の 監 視 局 と保 護局 が あ り,そ れ に州 全 体 にひ きわ

た る2,000・ もの各 種 器 具 が あ る。これ は約107,000も の器 具 設

備が 地方 市 民保 護 管轄 と,州 又連 邦 局 に提示 され た こ と を示 す。

市 民保 護 事 務 局 と の契 約 に よ り,カ リフ ォル ニ ア ・災害 事 務 局 は,

予 定 に よ り,'こ れ ら装 置 の維 持 と,国 経 測定 と に責任 を もつ。

o地 方 の関連

一 情報 分 割 ,監 視局,保 護 局,関 連 設備 の分 布 の便 覧

教 育 部

CEIMS(カ リフ ォル ニ ア教 育 情報 経 営 シ ス テ ム)

1
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一
・目的 と摘 要

一 立 法 ,行 政,各 部 管 理 ス タ ッ フの 必要 とす る経 営 タ イプ の報

告 を作 る の に用 い られ る情 報 のデ ー タ ・ベ ース を与 え る。

o地 方 の関 連

一 州 法 の要 求 に よる 情報 報 告

CEIS(カ リフ ォル ニ ア教 育情 報 シ ス テ ム)

o目 的 と摘 要

一 地 方 学 校 区 で 使用 され る ,生 徒 デ ータ,事 務 デ ータ,教 員 デ

一 夕 パ カ リキ ュ ラム資 料,処 理 の た め の情報 シス テ ム を与 え る。

o地 方 の関連

一 州 及 び 連邦 法 の要 求 に よ る情 報 報 告

_転 校 用 生 徒 記録 の情報 分 割

信 任 状 シ ス テ ム

o目 的 と摘 要

一 教 員 へ の信 任状 の発行 の補 助 と教 育 ス タ ・ソフの 最 新 の 必要 物

の 目録 を作 る。

o地 方 の関 連

一 教 員 の需 要 と供 給
,教 員 の採用 可 能性 の情 報 分 割

学 校 の配 分 シ ステ ム

《≧目的 と摘 要

一 州 の学 校 の基 金 の配 分 のた め の シ ステ ム作 りと学 校 区 を支援
●

す る。

o地 方 の関 連

州法 の要 求 に よ る情 報報 告
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生 徒 数,各 学 校 の管 轄 に 関 す る財 政 情報 の分 割

特 殊 教 育 シス テ ム

o目 的 と摘 要

一 特 殊 児童 に関 す る記 録 報 告 の シ ス テ ム作 り

o地 方 の関 連

一 州 と連 邦法 の要 求 に よ る情 報 報 告

一 情 報 分 割,資 格 の あ る教 員 は,CEIMSデ ー タ ・ベ ー スか ら

詳 細 な又 は概 要 の生 徒 デ ー タを得 られ る。

州 テ ス トプ ログ ラム

o目 的 と摘 要

一 指定 プ ログ ラ ム にお け る児 童 のテ ス ト成 績 を 区,郡,州 に つ

い て計 算 す る シス テ ムを 作 る。

o地 方 の関 連

一 州 法 要 求 に よ る情 報 報 告

一 情 報 分 割 ,結 果 は 出 版 され て,学 校 区,立 法 及 び管 理 者 に配

分 さ れ る。

教 科書 シ ス テ ム

o目 的 と摘 要

一 無 料 教 科 書 をす べ て の小 学 校 に配 布 す る シス テ ム作 り

o地 方 の 関連

一 州法 要 求 に よ る情 報 報 告

職 業 シス テ ム

o目 的 と摘 要

1968年 職業 教 育 条 例 に関 す る記 録報 告 のた め の シス テ ム
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作 り

o地 方 の関連

一 連邦法 に よる情報報 告

補 償 教 育

o目 的 と摘要

一 基金 の認可 と地方 補償教 育 プ ログラムの評 価

o地 方 の関連

一 州及 び連邦法 による情報報 告

一 情報分割;効 果 的 プ ログラムが流布 の助け のために作 られ る。

公共 雇用 人退職 システ ム

活 動人 員 情 報 シ ステ ム

o目 的 と摘要

一 入員の会計 と統計 情報 の最近 記録 の維持;人 員 の払戻 し金
,

退職又は死去香典 の計算;定 期保 険統計 と評価報告用 ソースデー

タを与 え る;他 の統 計的又は分析的報告を要求 に従い提供 す る。

o地 方 の関連

一 州法 に よる情報 報告

一 情報分割;各 契約部局 に対す るシステムにおけ る各局資産残

高年度 報告

会 計

●
o目 的 と摘要

一 職 員 と雇用者 の寄付金 の補助会計記録 の維持 と寄付積立 金 の

規制元帳勘 定 の補 助に関与 し,寄 付金 の配分 のた めの必要計算 を

行 ない各種 雇用 者補助積立金額 に関与す るΦ
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o地 方 の関連

一 州 法 に よ る情報 報告

_情 報 分 割;各 局 の雇 用 人,寄 付 金 ・ シ ステ ム内 のサ ー ビス貸

方 記入 額(members)の リス トと 注釈

利 益 計算 と支払

o目 的 と摘 要

一 退 職 した 職員 と,利 益計 算 の た め と,利 益 をす ぐに支 払 うた

め に必 要 な す べ て の デ ー タを含 ん だ磁 気 テ ー プ を,州 支 払機 能 に

つけ るた め に用 い られ る利 益 情報 に最新 フ ァ イル を維持 す る。 こ

の フ ァイル は,ま た,月 給 と控 除変 更 通知 の作 成 とか・退 職 職 員

と総 給 与,詳 細 な控 除,金 利 益 支 払,InternalRevenue

Service内 に差 し控 え られ た 報 告 額 の 受取 人 へ の年度 報告 を作

成 す る。

o地 方 の関連

一 州 法 に よ る情 報 報 告

一 情報 分 割;退 職 時 に局 に雇 用 人 と して,月 給 の支 配 を受 け る

職 員 の年度 リス ト

保 険統 計調 査 と評 価研 究

o目 的 と摘 要

一 保 険統 計 ス タ ッ フ リス トと活 動 人 員,退 職 員,利 益受 理 人 の

体 験 報 告(死 亡 率,サ ー ビス,満 期 率,補 償 等),シ ステ ム の資

産,負 債 の保 険 統 計評 価 の定 期 報 告 と,局 の契 約 に よる利 益 の変

化 と コス トの決 定 に必要 とさ れ る特 殊 報 告 作 成

o地 方 の関連
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●

一 州法 に よる情報 報 告

一 各 局 に報 告 され た保 険統 計 調査 の要 約結 果 の情報 分 割

病 院 と医 療 手 当

o目 的 と摘 要

_Meyer-(}eddes病 院 と医 療 手 当基 本主 要 計画 に含 まれ る

人 員 の 詳細記 録 の保 持 と,HealthBenefitsDivisionに

視 覚 記 録,詳 細 リス ト,統 計 報 告等 の 情 報 を与 え る。

o地 方 の 関 連

一 州 法 に よる情 報 報 告

管 理 と擁 護

o目 的 と摘 要

一 管理 決 定 の情報 を与 え,デ …タ ・プロセシング機 能 の方 向 づ け

を し,情 報 報 告 を改 良 す る た め経 営 の道 具 とな り・ シス テ ムの人

員 や,州,そ して契 約 中 の公 務 局 雇用 者 の た め によ り効果 的 な情

報 を与 え る方 式 と して役立 て る。

o地 方 の 関連

一 情 報 報 告

均 衡化 委 員会

資 産税 査 定額 標 準

o目 的 と摘 要

一1940年 か ら の費 用 分 散 に基 づ く設備 費 用 要 素 で あ る。設 備

索 引要 素 を計 算 す る。 デ ー タは委 員 会 と郡 査 定 人 に よ り,設 備 鑑

定 の時 に用 い られ る。 この プ ログ ラムは 又管 区 時報 告 の ま と め と・

郡査 定 人 に農 地所 有 者 デ ー タ を与 え る。
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o地 方 の関連

一 情報分割;設 備 索引要 素は ,委 員会で用意 した査定人 ハン ド

ブ ックの1部 となる。農地所 有者データは,農 事 により収益 を生

じた事項 にそれ相応 の資産報告書 をつけ てい る。

資産税郡内均衡化

o目 的 と摘要

一 管理決定の情報 を与え・データ ・プロセシング機能の方向づけ

を し,情 報報告 を改善 す るため経営 の道具 とな り,シ ステ ム人員

や州,そ して契約 中の公務局雇用者 のために より効果的 な情報 を

与 える方法 として役立 て る。

o地 方 の関連

一 州法 による情報報告

一 情報分 割;あ る意味 で情報は評 価の結 果 と して分割 され ,特

に郡 に よる評価 の差 は査定入 によ り再検討 され る。

州 の査定 に よる資産税査定書

o目 的 と摘要

一 市 と郡 の資産税 査定 のために州 の査定 による,資 産税査定書

を作成 する。(鉄 道所 有又は使用 に よる課税可能資産 と公共施設

と郡内 の ある種 の資産)

o地 方 の関連

一 情報分割;査 定=書は ,各 市 と郡 の査定人 に送 られ,州 査定資

産 に課 すこ とので きる資産税 の査定の徴集 のための地方政府 の基

礎 となる。

●



t

世 帯 主 免 税 郡 内摘 出

o目 的 と摘 要

2つ 以 上 の州 で 資 産税 免 除 の世 帯 主 要 求 を した と きに州 の資

金 の不 当 支 払 をさけ るた め の方 法 を与 え る。 可 能 な重 複 は,主 張

者 の社 会 保 証番 号 を58の す べ て の郡 の もの と照 合 して 捜 され る。

o地 方 の関 連

一 州 法 に よる情 報 報 告

一 情 報 分 割;重 複 要 求 の リス トは,各 査 定 人 に送 られ,ど の要

求 が正 当 の ものか調 べ られ る。

財 政 局

収 入 と人 口調査

o目 的 と摘 要

一 連 のサ ブ プ ログ ラムが あ り,年,性 別,教 育 に よっ て分 類 し,

地 方 区別 に人 口 を推 定 す る。 又,も っ と効果 的 に税 収 入 を推 定 す

る た め に開 発 され た もので もあ る。

o地 方 の関連

一 人 目統 計 デ ー タ の情 報 分 割 … …税 額 推 定

健 康 管 理 局

資 格 決 定

o目 的 と摘 要

一 これ は個 人 又 は 家族 がMedi--Calプ ログ ラムに よ って与 え

られ る健 康管 理 サ ー ビス を受 け る者 と して の規 準 に達 して い るか

を調 べ る もの で ある。 これ は 有 資 格 受 理 者 の記 録,マ ス タ ー 資格

フ ァイル に対 して 出され た主 張 の照 合,補 助利 益 を得 る資 格 を も
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つ もの のSSAへ の報 告 を作 る ものか ら成 っ てい る プ ログ ラ ムで

ある。

o地 方 の関 連

一 州 法 に よる情 報 報 告

一 情 報分 割;情 報 は 郡 福 祉 局 へ,第1813補 助医 療 保 険利 益

の すべ て の受 理 者 に つい て送 られ る。 そ して,郡 省 略 フ ァ イル と

マ ス タ ー資格 フ ァ イル の調 整 中各個 人 の ケ ース毎 に与 え られ る。

カ リフ ォル ニア ハ イ ウェ イパ トロール 部

記 録

o目 的 と摘要

一 交通施行 と交通事故防止 に関す る経営決定 のための情報 を与

え る。

o地 方 の関連

一 州法 による情報報告

一 情報分 割;交 通事故 にま きこまれた運転手 に関す る情報

自動車窃盗

o目 的 と摘要

一 通信 システムに よ り,地 方,州,連 邦法 の施行局 のため に,

盗難車 輻 の情報蓄積 と検 索

o地 方 の関連

一 州法 による情報報告

一 情報分割;盗 難車 又回収車 の状態

人間関係局

コン ピューターによる社 会情勢 システ ムの全国実演 プ ログ ラム
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ぺ

o目 的 と摘 要

一 統一 さ れ た統 計 的 資格 報 告 シ ステ ムの設 計 と,郡 レベ ル で の

情 報 の収 集 とそ れ を機 械 に合 う形 で 蓄積 す る の を容 易 にす る シ ス

テ ムの設 計,デ ー タ収 集 は,通 常 郡 の処 理 に よ りで き る もの で あ

る。

o地 方 の関 連

一 州 と連 邦 法 の要 求 に よ る情 報 報 告

一 受 理 者 と顧 客 資 格 の情 報 分 割 と,受 理 者 とか社 会奉 仕 とか医

療 奉 仕 とか リハ ビ リテ ー シ ョン と職業 訓 練 の直 接的 な助 け とな る。

人 材 開発 部

職 業 奨 励

o目 白勺と才滴1要

一 職業 奨 励 プ ログ ラ ムは ,国 会 法 に よ り制 法 化 され た。 自動 職

業 奨 励 シ ス テ ム(WIN)は,コ ン トロー ラーが 会 員 に払 う。 金

を結 果 と して デ ー タ に出 し,加 入 者 の状 態 維 持,地 方 レベ ル と中

央 車 務局 使用 のた め の統 計 デ ー タ を 出す。

一 州 と連 邦 政 府 の 法 に よ り要 請 され る報告

一 情 報 分 割

司 法 部

統 計報 告 プ ログ ラム

ー 犯 罪 の主 要 要 因 を示 す 事 実 の発 見,説 明,報 告 を し,、刑 犯 罪 を

管理 す る よ うに指 定 さ れ た カ リフ ォル ニ ア の支 局 の効率 を表 わ す。

一 州 法 に よ り要 請 さ れ る報 告

一 統 計報 告 と概 要 の 情 報 分 割
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麻 薬 処 方 箋 プ ログ ラ ム

ー 麻 薬 の 不法 使用 の規 制 に お い て,麻 薬 処 方 箋 プ ログ ラ ムの 使

用間 違 い を発 見 す る に あた り有用 な 情報 を与 え る。

一 処 方 さ れ た麻 薬 の タ イ プの 情報 分 割,麻 薬 を処 方 した医 者 と

か,麻 薬 を受 け た患 者 とか,紛 失,盗 難,偽 造 麻 薬 三 重処 方 箋 に

つ い て の情報 。

手続 き プ ログ ラ ム

ー 犯 罪 にま き こまれ た人 の逮 補 とそ の場 所 の情報 を,犯 罪 人 の

犯 罪 を起 こす時 に用 い る方法 と結 び つけ て与 え る。

一 州法 に よ り要請 され る報 告

一 手 続 きデ ー タの 情 報 分割

雑 財 産 プ ログ ラ ム

ー 紛 失,盗 難,質 入 れ され た確 認 で き る私 財 の 中央 記 録 を与 え,

そ の財 産 が 回収 で きる よ うに し,犯 人 の逮 捕 の先 導 とな る。

一 州法 に よ り要 請 さ れ る報 告

一一 紛 失 ,盗 難,質 入 れ され た確 認 で き る財 産 チ ー タ の情 報 分割

銃 砲 プ ログ ラ ム

ー 紛 失 ,盗 難,発 見,質 入 れ され た銃砲,特 定 銃 砲 の購 買,隠

匿可 能 な銃 砲 を購 入 した 人 の記 録 を添 え た銃 砲 登 録 の中央 記録 を

与 え る。

一 州 法 に よ り要請 され る報 告

一 一 身元 確 認,犯 罪 人歴,最 近 の状 態 の情 報 分 割

犯 罪 人 歴 プ ログ ラム

活 動 中 の犯 罪 人 の完 全 最 新 情報 を与 え,迅 速 に使用者 に,こ
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り

れ ら情報 を渡 す。

一 州法 に より要 請 され る報告

一 身元確 認,犯 罪 人歴,最 近 の状態 の情報 分割

指名手配 入 プ ログ ラム

ー 司法局 が逮捕状 を出 した入 のすぺ ての記録 を与 え る
。

一 州法 に よ り要 請され る報告

一 情報 分割;身 体特 徴 と手配 を出 した局 の手 配人 の情報

犯罪人統計

一 犯罪人特 徴 と刑犯 罪局 の効率度 に関する事実 の発見
,解 釈 と

報告,こ の仕事 には,毎 年80,000入 もの活動 中の重 要犯罪人 の

確認 が含 まれ る。CJIS統 計報告 プ ・グラムの一部 とな る。

一 州法 に ょり要 請 され る報告

一 統 誰 時 と概要;年 度幸賠 の情報分書‖

情 報 一 個 入

一 既 知犯 罪 人,手 口 ,手 配 人 に関す る情 報 の州 フ ァ イル を維 持,

バ ッチ処理 の手 続 き フ ァ イル は ,50,000人 の記 録 が あ る;手 配

人 フ ァ イル は便 覧 に な って い る。CJISは,指 名 手配 人 プ ログ ラ

ム と手続 き プ ログ ラ ムの両 方 を もって し(る。

一 州 法 に ょ り要 請 され る報 告

一 手 配 人 と手続 きデ ー タの 情報 分 割

情 報 一 財 産

一 紛 失,盗 難,質 入 れ され た財 産 に関 す るデ ー タの処 理 と蓄 積 ,

'現
在 の フ ァ イル サ イズ は,700,000も のオ ン ライ ン記 録 で あ る。

こ の プ ログ ラムは,CJIS雑 財 産 プ ログ ラムの一 部 とな る。
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一 州 法 に よ り要 請 さ れ る報 告

一 紛 失 ,盗 難,質 入 れ され た財産 の デー タの情 報 分 割

凶器 に関 す る 情報 と規 制

一 隠 匿 可 能凶 器 の 州 フ ァイル 中の デー タ 処理 と蓄積。 現 在 のフ

ァイル サ イ ズは4,000,000の オ ンラ イ ン記 録で あ る。 この プ ログ

ラムはCJIS銃 砲 プ ログ ラム の一一・9tlとな る。

一 州 法 に よ り要請 され る報 告

一 銃 砲 デ ー タ の情報 分 割

三 重処 方 箋規 制

一 危 険 な薬 の不 正 使 用 発見 のた め の麻薬 処 方 箋 の リス トを処理 .

又 用 意 す る。 この プ ログ ラムはCJIS麻 薬 処 方箋 プログラム の一

部 とな る◎

一 旋法 の た め の 情報分 割

CLETS(カ リフ ォル ニア施 法 通 信 シス テ ム)

旋法 に際 し,効 果 的 で効 率 よい 州 通 信 サー ビス を する。

一 旋法 に関十る情報分割

精 ネ申衛 生 部

患 者 デ ー タ と研 究

一 州病 院 ま たは地 域 精 神衛 生施 設 へ の入 院待 ち ,又 は 治療 を 受

け て い る入 に 関す るデ ー タの収 集,編 成,分 配 、 維持 を す る。 自

動 フ ァイ ル維 持 と検 索技 術 を用 い て,州 病院 の患 者 デ ー タ を改 良

す る。 重複 をさけ る ため共 通 の州病 院 患 者 デー タ バ ンク を設 立 す

るo
.

・二 鰍 割';三翌 竺 無 ㌘酬 へ配布される.
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,

地域精神健康費 用報告 とデー タ収 集

軍

一 地域 精 神健 康 プ ログ ラ ムの費 用 を
,そ の部,そ の役 員。 立 法

議 会,そ の他 の会 に報 告 す る。1968年 のShort-Doyle条 例 の

特 定 要 求 を満 たす よ うにす るら

一 州 法 に ょ り要 請 さ れ る報 告

一 情報 分 割;各 種費 用 と完 全 に定 義 され てい な い統 計 情 報

隊

隊 員 情 報 シス テ ム

ー カ リフ オル ニア国 立 警備 の各 隊 員 の デー タ
。 フス ター フ ァイ

ル は軍 の本 部 で.ま た ワ シン トンD.Cの 国 立警 備 局 で維 持 され て

hるo

一 情報 分 割;月 別 隊 員状 態 リス トは 国立 警備 司令官 に 与 え られ

るo

自動 車輻 部

車 輪免 許 発行 と名称 づ け

一 部 を経 済 的 に便 利 に す る よ うに 助 け て
,人 々 が車 輌.船 舶=者

等 の 登 録 料 金支 払,記 録 を す る の に役 立 ち,ま た 自動 車輔 部 の

管轄 内 で事 業 叉 は仕 事 にた ず さわ る人 々は会 社 が法 令 の 要 求 どお

り,資 格 を もち免 許 を も って い る こ とを保証 す るの を助 け,公 民

又 旋 法 とか 他 の使 用 者 の ため の情 報 検 索 を行 な う。 オ ン ライ ン,・

リアル タイ ム の第 三 世 代 の コ ン ピュー ター を用 いて行 なわれ る。

一 次の 事項 の 情 報 分割;移 動 家 屋 記録 ,緊 急 質 問 の 回答,非 緊

急 質 問 の解 答.特 別 な法律 の 探 索 。

職 業免 許 と規 定
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許 可 され た 事実 又 は会社 主 を識 別す るinputを 作 る;免 許 を

もつ セー ル ス マ ン とそ の雇 用者 を識 別 す るinputを 作 る;ど ん な

質 問 に対 して も文 献 が あ た え られ る よ うデー タ ・プ ロセシ ング 部

全 体 にわ た り文 献 を保 持 す る;デ ー タ ・プ ・セ シ ング 方 法 に よ り

正 確 な探 査 に備 え る。

一 質 問 に対 し,リ ア ル タ イ ムで応 じ,特 別 な 法 の探索要 求 を処

理 す るた めの 情報 分 割

部 の 管 理

一 目的 認識 を確 認 す るため
,AMIS活 動 と協力 し規 制 す る。 本

質 的 な経 営 情報,会 計,人 員,研 究EDPサ ー ビス等 を行 な う。

一 情報 分割;オ ン ライ ン質 問 リス トに よるAMISデ ー タ ・ベー

ス。 要 求 に よ り特別 報 告。

DMV共 同 サー ビス(船 舶)

一 探 索 ,救 助 の た め の船 舶 の 確認;郡 査定 入 用 デー タ 供給,均

衡 化委 員会 へ の販 売 価 格 の情報:計 画 目的用 の統 計;船 舶 ロー ン

の た め の規 制 文 書 を金融 機 関 に与 え る。

一 郡 査定 人 記録 の 情報 分 割。EDPへ の変 換 を して,質 問 の リ

、ア ル タ イ ム応答 を含 ませ る。

DMV共 同 サー ビス(カ リフ ォル ニア 身分 証i明書)

一 身 分 証 明書 情 報 を運 転免 許 証 に入れ る
。 そ れ は初 めて 免 許 を

とっ た と き,又 は それ 以後,住 所 変更等 の更 新 の際 ,コ ン ピ ュー

ター に よ り行 なわれ る。

身分 証 明 者 の情 報分 割;氏 名、住 所 、 生年 月 日等

事故 以 後 の保 障 法



一 事 故を起 した
,ま たは事 故以 後 保障 法 を 守 らない た め免 許 をと

られ た運 転 手 に 関 す る運 転 免 許 部 の デ ータ ベー ス の更 新 ・ 多重 プ

ロ グ ラム ・オ ン ライ ン ・デ ー タ ベース の使 用 に よる
、財 政 責 任 情

報 を要求 に よ り与 え る。 迅速 にか つ経 済 的 に情報 を与 え る。

一 運 転 記録 情 報 一 裁 判 捗録(交 通 違 反)
,事 故,免 許 停 止,再

発 行 等 の 情 報分 割。

運転 免 許発 行 と規 制

一 運 転免 許発 行 と規 制 に 関 し.運 転 免 許発行 部 の作業手 順 を簡

単 化 し改 良 す る◎;フ ァイ ル 又 ペース を減 らす。 そ して,多 大 な

節約 と効率 が最 大 に な る よ うな,情 報 操 作 と探 索 の ため に 使用 す

る最 新 の科 学的 方 法 を,運 転 者 規 制 デ ー タ に要求 す る州各 部 とか

他 の政 府,裁 判 所,旋 法,公 民 のた め に経 営 の助 け とな る。

一一 州 法 に よ り要 請 され る報 告

一 連転 記 録 情 報 一 裁 判 記録(交 通 違反) ,事 故,免 許 停 止,再

発行等 の情 報分 割。

。公園 と レ ク リエー シ ョン部

公 園 と レク リエ ー シ ョ ン 情 報 シ ス テ ム

ー レク リエー シ ョン施 設 の 供 給 と需 要 の 関係 を分 析 して
,レ ク

リエ ー シ ョン施 設 タ イ プ と場 所の 規 定 に 用い られ る。

一 情 報 報告

一 情 報分 割;レ ク リエ ー シ ョン施設 の 目録 の詳 細 概 要 と需 要 供

給 分析 の コ ピー

。公衆 衛 生 部

職業 病 報告
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一 地 方 衛 生 管轄
,産 業,一 般 局 と他 の局 に よ り報 告 又 分類 され

た職業 病 の リス ト,パ ン チ カー ド,表 。 こ のデ ー タは,プ ログ ラ

ム 計画,監 視 活動,プ ログ ラム 評価 に お いて,地 方 衛生 部 ,職 業

衛 生団 体 を補 助 す る。

一'情 幸艮分 害りo
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デ ー タ処 理 と政 府 間情 報 シ ス テ ム

国 家 的 ベ ース と同様 に州 規 模 の政 府 間EDPに 含 ま れ る主 要 問題 は 次

の様 に要 約 さ れ る。

。地 方 的 司法 機 関 同 志 が お互 い に情報 をす み やか に か つ経 済 的 に 交 換 す

る こ とは,州 と合 象 国 政 府 間 と同様 に難 か しい ことで あ る。

。方法 と定義 の独 自性 の ため ,し ば しば情 報 が信 頼 で きな くな り,要 約

した り.評 価 す るの が困難 に な る。

。同 一の 情 軸 請 求 を扱 うシ ステ ムの不 必要 な重複 が あ る。

o'矛 盾 した不 合理 な情 報 請 求 が な され る と地 方 司法機 関 に重 大 な反 響 を

引 き起 こす 。

。州 と地 方政 府 に よって 調 整 され ,統 一 され た 開 発は,全 職 員 に とっ て

不満 の:種 とな りやす い。

こ うした問題 の全 て に共 通 して い る点 は,政 府 の 司 法機 関 の種 々の レ

ベ ルや タ イプ の間 の相 互 関 係 の働 きで あ る。 この一 つ の 問題 は ,最 終 的

に解 決 せ ね ば な らな い基 本 的 事項 を意 味 してい る。

い くつ か の明確 在難 点 は,

1調 整 され て いず,重 複 した極 端 な報 告請求

各州 はk－よそ年 間1方 の リポ ー トを各 州機 関 に提 出 す る と見 積 られ る。

そ の多 くは・ 個 々の 分析 や 作表 が必安 で あ る特 別 な調 査 で あ る。

2州 政 府 指 導 の情 報 シス テ ム ρ開 発 にお・け る調 整 の欠 如

州 や 市政 府 は,有 効 な情 報 の 流 れ を確 保 す る た め州 政府 指 導 の シス テ

ム開 発 に参 加 しな けれ は な らない。

3州 規 模 の デ ー タ要 素の 定義 と基準 の欠 如
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基準 もな く して,各 州 の司 法機 関 は,他 の レベ ル に 設け る デ ー タの両

立性 もか ま わず 最 も必要 と して い る もの は,何 で も続 け て しまい さ え

で き るの で あ る。

4rVi'一 一した方 法 や基 準 を受 け入 れ る こ とに 対 す る地 方 政 府 の消 極性 ,

因 襲的 な地 方 自治体 の 多 くの 人 々 には,情 報 伝 達 の ネ ッ トワー クや完

成 した シ ス テ ムの 提 言は,恐 畏 で あ る らしい。

5技 術 専 門家 の不足

多 くの地 方 政 府 は,十 分 な数 の分 析 屋 や プログラマー ・システム専 門家

を雇 った り,教 育 す る こ とかで きて い ない し又,請 負 い で行 な うコ ン

サ ル タ ン ト会 社 を十 分 評価 す る こ と もで き ない の で あ る。

6知 識・ シス テム,そ して応 用 プ ログ ラ ムの交 換 に対 テ る有効 な方 法

の欠 如

各 々の政 府 は,た とえ 同 じ様 な基 本 的 操 作 が 多 くの所 に応 用 され て

もそ れ ら独 自の シ ス テ ム を"発 明"し なけ れ ば な らない わけ で あ る。

(例 えば,MDSね た った一 つ の シス テ ムか 開 発され た だ句 で ,14

もの異 な る都 市 に提 供 され てい るの で あ る)

これ らは,今 日政 府 間 デ ー タ処理 に お一り るい くつ か切 最 も重要 かつ ,

朱 解 決 の問題 で あ る。 こ うした 問題 点 は経 験 の乏 しさ,シ ス テ ム設計 の

貧 弱 さ,出 来 合 い の ソ フ ト ウエ ア へ の過信,設 備 の 難点,資 源 争 い,

地 方 政 治 の 複雑 性,役 所 の短 期 的 計 画,そ して政 府 間 レ ベル の相 互 信頼

の欠 如 等 々が 混 ざ り あ って生 じて い る。 そ う した 問題 の 多 くは ,EDP

とは無 駒 係 な 所 に起 因 して い る。 しか し,有 効 な情 報 シス テ ムは こ う し

た問題 点 を解 決 しあ る いは,最 少 限 にす る様 な調 整 ,相 互 理解,そ して

協 力 に か か って い るの で あ る。 政府 活 動 の多 分野 に お いて ,適 切 な リ一
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ダ ー シ ップ を与 え,こ の 調整 を行 う正 しい組織 的 方 法 や技 術 は ま だ 発見

さ れ て な い の で あ る 。
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州政府 用 州情 報 シ ス テ ム政 策

(州 政府 議 会 情 制 シス テ ム委 員会 提 出)

州政 府 用 情 報 シス テ ムは,正 確 か つ総括 的 な情報 の 発見,取 得,組 立

て評価(検 閲 で は な い)と 配 布 の総 合 的 方策 で あ る。 主 目的 は,各 政 府

機 関(立 法,行 政,司 法)が 決 定 を下 す ため の事 実 を与 え,そ の事 実 の

解 釈 を容易 にす る こ とに あ る。 シ ス テ ムは,い ろい ろ の方 法 を用 い て,

情 報 の 認知,蓄 積,編 成,検 索,書 成,送 達 を し,こ れ らの 目的 の た め

に コア メモ リー,図 書 館,記 録 保 管 所,マ イク ・ フィル ム,電 子 通 信,

電送 写 真 レ コー ド等 を用 い る。

州情 報 シス テ ムの総 合 案 内 の責 任 は,政 府 の各 支 部 に 対 し,中 央参 謀

本 部 に あ る。 実 際 の仕 事 の実 行 は,政 府 の 各 層 に 部分 的 又 は完 全 に分担

され る。

政 府 各 層 間 の デー タ,文 献 の流 れ は,連 邦,州,地 方 の 各 層で 用 い ら

れ る情 報 シス テ ム間 で,融 通 適合 性 が あ るこ とが 必袈 で あ る。 各 州 は,

そ れぞ れ の 地 理的,政 治 的 立 場 が あ るた め,情 報 シス テ ム協 力 体制 に お

いて,リ ーダ ー シ ッ プ を と る ことが必 要 で あ る。 このた め 各 州 は,地 方

政 府 とよ く話 合 をす るべ きで,で きれ ば各 委 員 会,議 会 と も,同 様 に州

同志 も協 力 を して,連 邦 政 府 の助 け をか りて,州 一連 邦 間 の情報 シス テ

ム の融通 適 合性 をは か る よ うに尽 力 す る。

市,地 域,州,連 邦 の各 政 府 の代 表 は協 力 して,情 報 シス テ ム内 で 用

い られ る用 語 に つ い て の基 準,使 用法,定 義 を決 め る こと。

法 律 に従 った プ ロセ ス を除 い て,個 人 の 私 生 活 と情 報 の機 密 性 は,犯

された り しない。 情 報 シス テ ムは この原理 に の っ と り構成 され る。

・一一74一



3.犯 罪 情 報 通 信 シ ス デ ム

』
-75一



]



図 －B

'

連 邦 一 州 一 地 方 デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク

†

連邦 システム

/

、＼

邦情報

システ ム

ナ シ ョナ ル

デ ン タ ーバ ン ク

シ ス テ ム

シス テ ム

.1===1

/
/

__,†//

一 州 情 報

システム
＼ シ

一8竪)

地 方 情 報

セ ン タ ー

地 方 情 報 地 方 情 報

セ ン タ ー セ ン タ ー

地 方 情 報

セ ン タ ー

地 方 情

セ ン タ

x
/

一

自 動車 局 福祉厚生 教 育
消防 署

な ど

警察情報
、

ネ ッ トワ ー ク

＼
'ΨV＼ 〆 、,uΨ ↓↓、Ψ .Ψ 、 、

'v

w■一一 一

鑑 一 一。 ⇔
w

`77一



・

|
」



,

■

,

℃

犯 罪 情 報 通 信 シ ス テ ム(1)

PROJE(撒r/SYS一 FUNDED AGENCIES TYPEOF GENERAL DURATIONOF ESTYEARLY SIMILARITIESTO INTER一 HOW

TURISDICTION TEMNAME BY INVOLVED FILESIN一 DESCRIPTION PROJECT OPERATIONAL OTHER FACES ACCESSED

FOMATION
一 (DATEOP) BUDGET SYSTEMSPROJECT WITH

MULTISTATE SYSTEM

旋法援助管理 システム オブ LEAA ア リ ゾ ナ 模範刑犯罪情報システムの開 18MONTHS 2520K イ ン カ ル フ ォ ニ ァ

エ レ ク ト ロ ニ ク カ リ フ ォ ル ニ ア 発でそれは, JUNE301969 DEVELOP プ ロバ ブ リー オ ン

アナ リシス アン ド コ ネ チ カ ッ ト ① 加害者歴 ファイル のオ ンラ to MENTAL ワ ンス ル ー

リ タ リ ィ ー バ ルオ ブ フ ロ リ〆 イン州内交換の実行可能性の DEC31.1970 CLETS

ク リ ミナ ル ヒス ト リ メ リー ラ ン ド 実演
会

一 ズ(SEARCH) ミシ ガ ン ⑫ 要素基太の統計システムの

ミ ネ ソ タ 設計 と実演

ニ ュ ー ヨ ー ク

テキサス

ワ シ ン トン

NATIONAL ロ ー ・ エ ン フ ォ ー ス オ ー ル ス テ ー ト 全地点報告, 州間,州 と連邦間の犯罪活動 テレタイプ

メ ン ト ・ テ レ タ イ プ ・
エ ク セ プ ト 地区報告 に関し,情 報の交換を可能にす

シ ス テ ム ハ ワ イ ア ン ドア 地点間 メッ七一 る旋法通 信システ ムである。

(LETS) ラス カ ジの送信,転 送 カ リフォルニアは8つ の国定 区

域 の1つ に含まれてい るo

WANTSに っ いては下を見 よ

STATEWIDE SYSTEMS Each 6Far

6FarWESTERN ウ ェス タ ン エ リ ア State ウ ェス タン カ リ フ ォル ニ ア と5つ の 極 西

STATES ネ ッ ト ワ ー ク ス テ ー ト 州が100語/分 の割で メッセ

テ レ タ イ ブ シス テZ
一 ジを送 る

。 通 信機器に より結

(WANTS) ば れ て い る。 カ リ フ ォ ル ニ ア メ

カ リ フ ォ ル ニ ア ・ ッセ ー ジ セ ン タ ー はCLETS

ロ ー ・ エ ン フ ォ ー ス リ レー ス テ ー シ 。 ン と 関 連 し て

メ ン ト ・ テ レ コ ミ ュ ニ サ ク ラメ ン トに あ るo

ケ ー シ 目 ン ズ シ ステ

ム
(CLETS)
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PROJECT/SYSr FUNDED AGENCIES TYPEOF GENERAL DURATIONOF ESTYEARLY SIMILARITIESTO INTER一 HOW

TURISDICTION TEMNAME BY INVOLVED FILESIN一 DESCRIPTION PROJECT' OPERATIONAL OTHER FACES ACCESSED

FORMATION (DATEOP) BUDGET SYSTEMSPROJECT WITH

Justice カ リ フ ォル ニ ア State オ}ル シ テ ィー CLETSは 現在の古 臭い 1956 1,953K NCIC Teletype

Department エ ン フ ォー ス メ ン ト 1931年 設 置の州通 信システ SEARCH

テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ムにとってかわ る最新通信シス CJIS

gン ズ シ ス テ ム カ ン ト リ ー ・ア テムであ る Auto一
,

(CLETS) ン'ド ス テ ィ ト States)

ロー ・ フ ォ ー ス AMIC

メ・ン ト ェ ー ジ ェ

ン シー

ア ル ス テ ー ト
'〈

レジオナル

ア ン ド ロー カル

Department ①犯罪歴記録 July1972 1,600K CJIS NCIC

Justice ②手 配人 ファイ AMIS CLETS

ノレ 1971 Autσ 一

、 ③青 少、年記録 States)

④銃砲,盗 難品,

麻 薬規制 ファ

イ ル
●

①直柄登録

②運転免許者

Departmentof オ ー トメ ー テ ドマ ネ State ○盗難車輌情報 Apri11965 1,035K AMI

motorVahicles 一 ジ メ ン ト

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

シ ス テ ム

(AMIS)

Highway オ ー トマ チ ッ クス テ 1ρ35K NCIC オ ン ラ イ ン ア ク セ ス

Patro1 一 ト ワ イ ド
AMIS スル ーCLETS

オ ー トセ ク ト イ ン

ク ユ ァ リー シ ス テ ム

(Auto一

STATES)
◆
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PROJEC/SYS一 FUNDED AGENCIES TYPEOF GENERAL DURATIONOF ESTYEARLY SIMILARITIESTO INTERF一 IIOW

TURISDICTION TENNAME BY INVOLVED FILESIN一 DESCRIPTION

、

PROJECT OPERATIONAL OTIIER ACES ACCESSED

FORMATION (DATEOP) BUDGET SYSTEMSPROJECT WITH

Departmentof コ ネ ク シ ョ ナ ル デ シ Natio一 ①更正 プロセス 96K

Correction ジ 日 ン ズ イ ン フ ォ na1 で の ケース決 (DEVELO

andYouth メ ー シ 目 ン プ ロ ジ Insti一 定1苦報 PMENTAL)

Authrity エ ク ト tuteof ② 治療 プログラ

MentaI ム デ 一 夕

、

Health

MULTI-CONNTY

Alameda ポ リス 逮捕状 ファイル 1964 350K NCIC On-1inefrom

County イ ン フ ォ メー シgン CJIS remotetermina～

ネ ッ ト ワ ー ク AUTO 1s

(PIN) Statis

AMIS

COUNTYSΨ 、STEMS

LosAngeleS オ ブ テ ィ ム レ コ ー LosAn一 文脇 写真,グ 960K On-1inefrom

Sheriff's ド オ ー トメ ー シ geles ラフ,補 助文献, remotet6、rmina－

Office .ン フ ォ ー カ ー ツ County 逮捕人身元,書 1s

ア ン ド ロ ウ 類一式 システム

エ ン フ ォ ー ズ ミ 入相書,徴 罰老,

ト ン 検事報告,刑 務

(ORACLE) 刑文献,マ ス タ

一 指 紋 フ ァ イ ル

の大量蓄積と検

索

1

r'「
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犯 罪 情 報 通 信 シ ス テ ム(』)

プ ロジェク ト フ ァ イ ル

管 轄 又は

シ ス テ ム名

資金 源 関 係 部 局 又 は

情報のタイプ

概 要 存 続 期 間
見積年操業予算

(製 作)
他 のシス テムとの相似点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

`

MULTI STATESYSTEM

法律施行部 犯罪歴史解 LEAA Arizona 1.Crimina1 模範的犯罪裁判情報システ 18Mbnths, 2520K NoSimilarSystem TenProject . inCarifornia
析検索シス California History ムの開発 で,そ れは June301969 (Developme㎡ －Exists States probablyon
デ ム COnnecti餌t 2.Statistics 1.犯 罪 者歴 のファイル の州 to a1)

.'

(7・t・t…n linethrough

Florida 内オンライン互換可能性の 1)ee31,1970 1inec'omputer CLETS

Maryland 威示 シ

tocomputer

Michigan 2.コ ン ピ ェ一 夕 化 さ れ た 処 interfaCe)in
Min、esota 理本位の統計システムの設 .

California

NewYork 計 と威示 :
systemwill

Texas
probablyinter一

Washington 「

faceswjth

'
CJIS

Nationa1 法律施行テ AllStateS 定期報告の送達, 州間又は州連邦国の犯罪活 1

Teletype

レ タ イ プ シ Except 受理,転 送 動に関する情報の互換性のあ |

ス テ ム Hawaiand る法律施行通 信システム |
,

Alaska ガ リフォルニァ も8つ の地域
一

の1つ に含 まれ る

STATE WIDESYSTEMS

6Far 西 部 テレタ Each 6Far、 陥s一 カ リフ ォルニアと極西部の 1

Teletype
Western イ ブ網シス State ternStates

、
5州 とが100語/分 の割で

States テ ム 通 信で きるテ レタイプで結ぱ
1

れ る カ リフ ォ ル ニ ア ・メッセ

一 ジ ・セ ン ター は サ ク ラ メ ン

トに あ ⑬CLETSリ レ ー ス テ

一シ
目ンと関連 を もつ
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プ ロ ジェク ト フ ァ イ ル

管 轄 叉は

シス テ ム名

資金 源 関 係 部 局 叉は

情報.の タイプ

概 要 存 続 期 限

(DATEOP)

見積年操業予算

(製 作)
他のシステムとの相 続点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

STATE WIDESYSTEMS

司 法 部 カ リ フ ォ ル State 全市 Spendings CLETSは,1931年 に (1956) 1953K NCIC Teletype

ニァ法律施 地域,州 法律旋
.

Relteving 設 置 された現在のテ レタイプ・ SEARCH

行通1言シス 行部 andSwitcト シス テムに取 ってかわ る通信 CJIS

テ ム ingof シス テ ム で あ り,コ ン ビ ュー Autostatis

AllPoints ター は4つ の タ イ ム シ ェ アの AMIS

BuUetins ものがあ り(2つ がサク ラメ

AreaB・ulle一 ン ト,2つ が ロス ア ン ゼ ル ス

tinsDirecト にあ る)メ ッセー ジ転送を

ed(pointto す る。各転送センターでは第

point) 1の コ ン ピ ュー ターが オ ン ライ

messages ン で第2の コン ピ ュー ター は パ

ッ ク ァ ッ ブで ス タ ンバ イ

第2の コ ンビ ⇒一 夕ーは 転 送 コ
'

ン ピュ一 夕ー を 監 視 し,メ ッ セ

一 ジ の 記 録 を と り
,メ ッ セ ー

ジの繁度統計をと拓 第1コ

ン ピ ュ一 夕ー の ダ ウ ン に 備 え

る

Department 犯罪裁判情 State 全州 1.犯 罪 歴記録 CJISは 使 用者の要求水位 (July1972) 1800K CJISは 州,地 方共通の要素 NCIC Onlinerandom

ofJustice 報システ ム 地域,地 方犯罪 2.指 名手配人 の全州犯罪情報システムを開 (De▽elopmen一 を含む AMIS accessthrough

裁判部 フ ァ イ ル 発す る。 各種のファイルは ta1) Autostatis CaliforniaLaw

3.青 少年犯罪 CLETSを 通じて遠隔端末装 Enforcement

記録 置 で参照できる。 Teleco㎜mica一
,

4,銃 砲,盗 品, tionSystem

麻薬 コン トロ (CLETS)
一 ル フ ァ イ ル

'

Department Auto-. State PoliCe,Courts 1、Motor ThcAutomatedManage叶 (1971) Not AMISは 初 めは 中央 情 NCIC CLETS

ofMotor mated &Other Vehicle ntInfomationSystem Available 報 シ ス テ ム の フ ァ イ ル を コ ピ AutcSatis

Vehicles Maragemer t State Registra← は身分証明,照 合システムの
、

一す るととだろ う
。促 し～ 大 CJIS

Informa一 Agencies
-

10n
,.

1コ03億 の無策為抽 出の記 きな局(省)で もっている。
,

tion 2.Driver 録 を保す るし,改 正する。 オ ン ラ イ ン ア ク セ ス の フ ァ イ
■

System Lic6nse ルを地方局(省)で は もはや

(AMS) 持つ必要はない。
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プ ロジ ェ ク ト フ ァ イ ル

管 轄 又は

システ ム名

資 金 源 関 係 部 局 又 は

情 報 の タイ プ

概 要 存 続 期 間

(DateOP)

見積年操業予算
L

(製 作)
他の システ ムとの相 似点

INTERFACES
l

WITH
ア ク セ ス 法

STATE WIPESYST EMS

Highway 州 盗難照会 シState Police StolenVehi一 カ リフォルニア州 とその近 (ApriI,1965) 1035K 自動車盗難情報の中央蓄積 NCIC On-・lineaccess
Patra1 ス テ ム

cleInforrna一 辺の州におけ る盗難車輌 と, セ ン タ ー は,地 方 の フ ァ イル AMIS throughCLETS

tion 国立車輌盗難局で扱われる盗 と似ているか もしれ 宏い
㌍

難についての中央蓄積の情報

を.与える。叉司法局と犯罪情

報センター間のメ ッセー ジ転

送

青少年更生局 Correc一 Natio一 YouthAutho一 1.CaseDeci一 青少年更生局の情報要述を 6Years 96K ロス アンゼルス地域司法情
`

Norealtime
tiona1 na1 rity sionInfor一 満たす。 自己評価ので きる情 Start (De∀clopmen■ 報システム,犯 罪裁判 情報コ Systemat

Decisions Inst・ ト Conections mationin 報 システ ムの開発,そ してそ Sept1965 ta1) ン ト ロー ル,プ コ ジ ェ ク ト等 presentbllt
Informa一 tuteof Corrections の主 力は 次にそそがれる。 Complet輌on の ケース 次第の手順 も含む 1emotetermina1

tion 札lenta1 Process 1.犯 罪 者 の更生過程で起 こ May,1971 サ ー チ の フ ォー マ ッ トに 似 た acceSSmaybe

Project Hea正th 2.Treatment る ケ ー ス デ シ ジ ョ ン 犯 罪 史 も含 む が,ケ ー ス,.ケ
.●
1nstエtuted

(CDIP) Program 2.更 生 プログラムの管理 一 ス デ ィ シ ジ
ョ ン,更 正 プ ロ whensystemis

で

Data 3.研 究機能 グラムは他 のシステ ムにない OPerationa1

ほ ど深 くほ 少さげた ものであ

る

MULTI COUNTY SYSTEMS

、」
馳A

馳
■、
.

Alameda Police Alameda ア ラメダ保安部 手酷 逮捕ファ 逮捕 デー タの投入,検 索, (1964) 350K リバ ーサイ ド逮捕 システ ム NCIC On+1inefrom

County Informa一 County とBayArea .イ ル ・ 書換,削 除,BayAreaの ロ ス 警 察 局,サ ン デ ィ エ ゴ と CJIS remote

tion 描法局 93の 全 旋法局 からのオンラ ベンチュラ逮捕 システムに似
,

AutoStatis termina1S

Network イ ンの質問可能 ファイルは てい る AMIS

(PIN) ライセンス と名前に より順列

ずけ られてい るAuto一

Statisと 抱 き合わせで盗難

童輔の情報を配布する

89～9.0'





プ ロジ ェク ト フ ァ イ ル

管 轄 又は 資金源 関 係部 局 又は 概 要

シス テ ム名 情報のタイプ
.

COUNTYSYSTEMS
|

LosAngelesOptimum Los 保 安局,し か 文献,写 真 遠隔 ビデオ端末 よリアクセ

Sheriff's Records Angeles し最終的には全 グ ラフの大量蓄 ス し,紙 叉displayで 情 報

office Autorna一 Coun七y 地区の裁判シス 積 と検察補助文 を渡 す"ビ デオ情報システム

' tionfor テムと市警察局 駒 逮捕老身分 で あ る。

Courts を も含む。 書類人相書 処 コ ン ピ ュー ター が ビデ オ テ

andLaw 罪書 捜索者報 一ブを捜 し,そ れをアウ トプ

,

EnforCe～
告 監獄書類 ッ ト装 置 に 写 す ・

ment

(ORACLE)
指紋 プアイル

LosAngeleS Regiona1 Los 全地区刑法シ 3つ の刑犯罪 ロスアンゼルス地区に必要

Sheriff,s Justi℃e Angeles ス テ ムは地区 の 情報 システムを な情報のシステ ム解 析で,地

office Informa一 Colmty 全警察を含む。 含む。 区全体の集中的情報システム

tion &CCCJ ORACLE で逮捕状 も含む ファイルは

System JusticeData システムに入れ られ ると地方

(RJIS) SystemAut。 一旋法局か らアクセスできる

(068) mated

玉ぬntWarrant

(se`eLos

AngelesPoli一

ceDept)

LosAngeles Justice Los 保安局は地方 ケ ■ス 、フ ォ ロ 地区全体の集積情報システ

Sheriff's Data Angeles 司法部と施法肩 イ ン グ ・ シ ス テ ム で,オ リ ジ ナ ル ケ ー ス の み

Office System County と警察局を含む。 ム フ ァ イ ル で き る 金 口 サ ン ゼ

1.逮 捕 記入 ルス地区の旋法局か らイ ンプ

;

監獄情報 ッ トで きる

2

3

4

5

6

管理情報

統 計

裁判所日程

交通違反者

MiscFile

Start

March

Phase1

Apri11971

Phase

Sept1971

Totally

1972

18Months

StartMa▽

1970

StartJuly

1970

91～92

一

期間
見積年操業予算

(製 作)
他の シス テムとの相 似点

INTERFACES

WITH

A

ア ク セ ス 法

960K カ リ フ ォル ニ ア で 唯 一 。 On-1inefrom

1969 Totalcost 2つ の連邦局とカナダ連邦警 remote

tional

1
ApProximately 察が 同 じようなシステムを注 termillalS

1971
交 している。

11 10million

1971 (Developmen一

ly ta1)
tiona1

nths 727K 完成 した時には,他 の刑犯 NCIC On～1inefrom

Ma▽ ∨
』(Developnlen 一 罪情報システムに相似点があ Auto-Statis renloteterminals

ta1) るだろ う AMIS and・teletype

サ ン タ ・ク ラ ラ地 区 の シ ス

テ ム,サ ン フ ラ ン シ ス コ旋 法

情 報 シ ス テ ム,ロ ン グ ビー チ

公共安全 システ ムとCJIS等

であ る
.

July 2000K CJIS,サ ン タ ク ラ ラ AutoStatis On-1inefrom

(Operationa1 CJISプ ロ ジ ェ ク ト,他 の ケ CJIS rem6tc,tcrrninals
タ

,

andDeve10P一 一ス向 きシステ ムに似ている NCIC andteletype

mbnta1) SEARCH

、

1

、

.一 ・





プ ロジ ェク ト フ ァ イ ル

管 轄 又は

シス テ ム名

資金 源 関 係 部 局 叉は

情報のタイプ

概 要 存続 期間
見積年操業予算

(製 作)
他の シス テムとの相似 点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

COUNTYSYSTEMS

SanBernar峨40del

dino

County

Justice

Adlninis一

Propo-

Sedto

LEAA

高等市裁判所,

警察,保 護監察

局,地 方検事局,

1.逮 捕状

2.裁 判所 日程

3.交 通 日誌

地区司法管理機能を示す・

その機能には事件の日程組み,

記録処理,情 報取扱,管 理報

24Months 750K

(DeVelOpmen-

ta1)

転写性 があ るのが特徴Dロ

スアンゼル ス発電所,サ ンタ

ク ラCICJ,サ ン フランシ

SEARCH
.

NCIC『

CJIS

On～linefrom

remoteteletype

tration 公民保護局 4.犯 罪史 告が ある。 ス コ旋法情報 システムに似て AutoＬStatis
P Informa一

これは地方 レベルの情報 シ い る フ ァ イ ル が あ る AMIS
tion ス テ ムに似せ た全国的左モデ

System ル で あ る。

'

)

Orange

County

Sheriff

On-1ine

Ora五ge

County

Central

CCCJ

and

Orange

County

Police

District

Attorney

COUntyC丑erk

PersonaI

Identifica～

tion&

SummTyof

オ レシ ジ地区の青少年 の索

引ずけ のコンピュー ター化

青少年の取扱暗闇 をへら し,

統 計報告書を提出

12Months

(July1970)

45K

(Developmen-

ta1)

この よ うな青少年のデータ

ーのオ ン ラインシステムは他

に例 を見 ない

On-1inefrom

renloteternlinals

or七eletype

Juvenile

Index
,P

Mimicipal

Courts

℃ontracts

withJuvenies

青 少年が18才 促 たるとフ

ァイルは破棄 され る
・

.

(088)
r

SanDiego

County

翠・a・ihi}ityCCCJ

§加.dyドfor and

Probably
,'

w田1d

1Probablyall

Standard

サンディエゴにおける地区全

休の刑犯罪の集積情報の実行

8Months 35K

(DeveIopmen一

多 ぐの地区で も見 られ る。

デー ターフ ァイル の中味は州

aCen経a4 San Includeall PoliceFiles 体 を研究す るた めの もので, ta1) と協 力しえない ものはCJIS

」.
Records Diego 10calLaw 実 行のための計画 と開発。 と重複す る この研究か らで';

。

「
='』∴
.、.

・:1い ,

Syste允

(0108)

County Enforcement

.Ageneies

き る シス テ ム は サ ン フ ラ ン シ

ス コ,ウ ォ ル ナ ッ トク リー ク,

、 し'.c・ サ ンタクラ ラ地区の シスデム
>-■

-、`'

' に似るだろ う

「.「 ・

㎡

Orange Municpa1 CCCJ Police 1.Trafic 5っ のオ レンジ管轄地区 の 24Months 276K 考 え方 はCJIS,PIN等 On-linefrom

.
、

County Cwrt (Pend～ Courts Citations 交 通違反招換状のコンビュー' (DeVelopmen一 に似てい る。 違反招換 の中味 remoteterminals
Automated ing) 2.Failureto タ一処理化 アクセスをオンラ ta1) がサ ンタクララ等に似ている

、

Proced盲 ・res Appearwa一 イ ン 化 す る。

' Project rrants
A

1

(0122)

」
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管 轄

プ ロ ジ ェク ト

又 は

シ ス テ ム 名

資金 源 関 係 部 局

ファイル

叉は

情 報の タイプ

概 要 存 続 期 間
見積年操業予算

(製 作)
他の シス テムとの相 似点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

COUNTYSYSTEMS

Santa Crimina1 CCCJ Police Personcase 地区集積刑犯罪情報システ 48'Months 1331K 個人 の特徴を記す フォーマ' SEARα{ On-1inefrom

Clara JUstice (Pen《 ト
Probation Infonnation ムで あ リケース向 き情報 を部 ①evelo.pmen一 ッ トが ウ ォ ル ナ ッ ト ク リ ー フ' NCIC remotetermi－

County Infoπna一 ing) Courts atallsta一 局内の操業に集中している tal) と互 換性を もたせ るため改良「 CJIS nals

tion District gesofcoun一 地区の全刑犯罪局がシステム された。 ある部分は ロスァゾ CDIP

Contro1 Attorney tycriminal の設計開発に参加している ゼルス登記所,オ レン ジ地区 Auto-Statis

(CJIC)
PublicDefen←justice

青少年 索引,122オ レンジ PIN

(0151) der System 地区 と市裁判所 プロジェク㌔ AMIS

サ ンデ ィエゴ地区システ ムに

似ている

Ventura Want Ventura Sheriff's 1.wantwarr一 すべての手配書は保安官の PhaSelstarL PhaseI175K ロ ス ア ン ゼ ル ス,リ バ ー サ NCIC Oo-1inefrom

County Warrant County OffiCe ant 下に中央装置に物理的には置
>

t』edFebruary PhaseIl1β00K イ ド,サ ン デ ィ エ ゴ,Wart SEARCH renloteterrninal

System 、 Marsha1 2.Centra1 か れ てい る。 これは24時 間 1970 Tota11,4'7呈 ～ "1arrartSystemとPIN CJIS orteletype

Mmicipa1 Booking 営 業 で,遠 隔端末か らアクセ (Operationa1) (Developmen一 に似ている1 AMIS

Sllperior ス し,要 求に よ力自動的に コ November1970 ta1) フ レ ー ズ.∬ は ・ サ ン タ ク ラ Auto-Statis

CourtsAll ン ピュ一 夕を送 る。使用者 は Phase1.1 ラCJICシ ス テ ム,ロ ス ァ LosAngeles

CityPolice 使用2時 間前に保安官に連絡 Scheduled ン ゼ ル スRJIS,カ ン ペ ル
'Wa
ntWarrant

Departments す る こと。手配書 は出され る startSep七 ナデ ィーノ計画と同様 の要素

とフ ラッグが立つ。記入は始 1970 を もつ

め2の も の の み,オ ン ラ イ ン

ズで新 しい ファイル を作 る。

フ レー ズ ‖は;フ ィ ー ル ド

イ ンタ ビュー裁判所 日程組立
'

て,陪 審員選 出,経 営報告 ・ F

判決報告 プログラム評価

Riverside Riverside River一

Sheriff/s County side Sheriffタs 1.WantWarr_ 名 前,身 体特徴,車 轄免許, 但ay,1967) 20K BayAreaPIN,ロ ス ァ On-1inefronl

Office Rapid County officeA11 allt オペ レー ター免許,社 会保証 ン ゼ ル ス,サ ン デ ィ エ ゴ,べ renoteterrni一

Warrant Police 2.CrimeRep 番号 に よってアクセスできる ンチュラ各地区のWantl nalsalldtele一

System Departments ort3 オ ンライン逮捕 システムで あ warrantシ ス テ ム に 似 て い type

(RCD る。令状 は中央 に貯え られ, る

Rapid) テレタイプの抄録が遠隔端末 、
.

κ送 られ る

95～96





一
プ ロ ジェク ト フ ァ イル

管 轄 又は

シス テ ム名

資金 源 関 係部 局 又は

情報 のタイプ

概 要 存 続 期 間
見積年操業予算

(製 作)
他 のシステムとの相似点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

COLNTYSYSTEMS

.

SanDiego JailBook一
(
◎an Po1 .iceand Bookingand 全地区の中央監獄の情報記 (1ate1970) 95K ロス アンゼルス司法情報 シ` On-1inefrom

Sheriff/s
・

1ng Diego Sheriff JailFiles 述を含む 記入手続のすべて (DeVelopmen一 ステムとサンク ララ地区 プロ remotetermir

Office System County の段階 の全 フォームを プリン ta1) ジェク トに似てい る nals

トす る ユ ー ザ ー は チ ュ ー ブ

をデ4ス プレイして記入書を

コ ン ピュ ー ター に 入 れ る こ と

を知 らせ る

Countyof Prior San Minicipa1 TrafficWar一 市裁判用にすべての交通違 Start1967) 400K オ レ ンジ地区の 自動処理 シ . Batchlnput

SanDiego Traffic Diego COUntand rantsand 反招換状が処理される。叉招 150K ス テ ムと他の同様の システム ・

ViolatiOIls County AIlPolice Traffic 換状のための罰金計算と義務 (DevelOPmen一 に似ている

Departments Violations を果 してい左い招摸状に対す ta1) .

andSheriffs る令状を作る 「

Office

MULTI CITY

次の市の組合 San Partici'.AIlCity PoliceSta一 SanGabrielValley 27montns 558K 総括的システムのための協. On-linefrom

TheSan .Gabrie1 pating PoliceDepa一 tistiCS のBの 市が協力して協同郊外 StartOct. (Developmen一 力体制は独特だがPINシ ス remotetcrmi－

Gabrie1 Valley Cities tmeehtsin 情報 システ ムを作ってい る。 1968 ta1) テムに も同様の協力体制があ nals

Valley Municipa1 and Consortium シス テムは主 としてMIS (Opemtiona1 る

Arcadia Data Carnegie だ が一般会計,使 用会計,警 byJanuaryc 出動予想のための統計報告

Claremont System Founda一 察統計とその会計を も含む。 1971) はLEMERASに 似 てい る,

Covina tion 警察統計は主 として,統 計報

Glendora 告,出 動 情報であ り,前 日の

LaPUente 間に起 った事件に基づいてい

Monrovia る。 各地区 と州 との重複をさ

Montclair け る よう努 力がな されてい る.

Monterey

Park

OIltario

SanDimas ・

SterraMadie

Westminster
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プ ロ ジェ ク ト フ ァ イ ル

管 轄 又は

シス テ ム名

資金 源 関 係 部局 叉は

情報の タイプ

概 要 存 続 期 間
見積年操業予算

(製 作)
他 のシス テムとの相似点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

CITY SYSTEMS

LongBeach Public HUDand Police 決 定 され るこ 経営向きの典型的デー タ ・ 24室nonths ユ,000,0◎0 他のセ ンターへ の転写性は AMIS On-1inewith

Safety 8Federa1 Fire と に な っ て い る ベースの情報 シス テムで,市 startApri1. (Developmen一 独特。似た ような ファイルが NCIC remOtetermina一

System Agencies CivilDefen一 が 多分,交 通, 当局における公共安全に貢献 1970 ta1) ロス アンゼルス地区司法情報 AutoStatUs 1s

(Deptof Se 資源配置,違 反 す るもの 設計は転写性が高 シ ス テ ム,サ ン タ ク ラ ラCJ

Justice) 逮捕,令 状等を くされ てい る IC,サ ン フ ラン シ ス コ施 法

Cityof 含 む。
、 情報システ ムに もあ る

Long

Beach

SanFranci一 SanFran一 City Police 1,令 状 と犯罪 フ ィー ル ド ・サ ポー ト,経
|

973K サ ン タクララのCJICの 重 AutoStatis On-Iinefrom

SCO
・
ClSCO CCCJ 報告情報の検 営分析,人 員管理 命令制御 (Developme庁 複だが地区の要求により改正 PIN rernoteterrrlina－

Police Law . 察 の4つ の モ ジ ュ ー ル か らな る ta1) して互換性をもたせ重複をさ NCIC 1s

Deparもment Enforce一 2、 事 故 デ ー タ 地域計画と融通性 ともκよ け る。 ロ ス ア ン ゼ ル ス のRJ CJIS

ment 3.ケ ー ス 歴 りよく改良されている ISと か サンデ ィエゴ情報 シ AMIS

Informa一 4.経 営 デ ー タ 提案者により評価され,又 ステム計画に似てい る

tion 改良されている

System

(079)

LosAngeles Law City Police 地理的索引付 実 験 的 プ ロ グ ラ ム が,ロ ス StartI屯rch 14K
-,

セン トルイスで同様の シス BatchProcess－

Police Enforce一 事件カテゴ リー アンゼル ス警察第17分 署 に 1969Totally テ ムが数年間行 なわれて きて
・

1ng

Department ment が タイプと時間 よって行なわれてい る Operationa正 いる サ ン フ ランシ ス コ旋法

ManPOwer に よ り得 られる。 賃貸IBMの パ ッケー ジが 1971 情報システムの経営分析が同

Resources 1ケ 月間 の市民の要 求に よる 様の働 きをしてい る

Allocation 警察 の呼出 しを,時 間,日 臨

System 呼 出 しの タイ プにより予想す

(LEMAR るこのシステムに より警 察の

AS) 出動要求のための資源配置を

効果的に行力うことができる

.

'/
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ノ プロ ジ ェ ク ト フ ァイ ル

管 轄 又は

シス テ ム名

資金 源 関 係 部 局 叉は

情報の タイプ

概 要 存 続期 限
見積年操業予算

(製 ・作)
他のシステ ムとの相 似点

INTERFACIS

WITH
ア ク セ ス 法

CITY SYSTEMS

L・ ・A。g。1。 、iA。t。 ㎜t。d

Police

Department

Field

Interview

City

C㏄J

Police 車 輌 と歩 行 者

の フ イ.一ル ドイ

ン タ ビ ュ ー

フィール ト＼ インタ ビュー

の報告の蓄積 と検 索を行な う

現在は車輔の情報のみだが,

Start

January1968

30K

(Expansion

Wouldreguire

い ぐつ か の 市 が 自動 処 理 で

な い フ イ ー ル ト㌔ イ ン タ ビ ュ

ー の フ ァ イ ル を も
っ て い る

On-1illefronl

remotetermina1

System 歩行 者の ものも提案 されてい 165Kfora24

(Autofile) る。各ステーシ ョンに遠隔装 monthproject)

(0024) 置をつけて ア ク セス を改 良

す る シス テムを広げてロス

アンゼルスの全警察署 と含む

ように計百されてレ、る

都市 シス テ ム

ロス ア ン ・ゼル ス 交通情報シ 市 お よび 市交通局および 1.事 故 レ ポ ー 現存の会計統計 システ ムと StartSept 198K サ ンデ ィエゴの交通 法規施 バ ッ チ プ ロ セス

警 察 局 ス テ ム 運輸局 警察局 ト 市 の コ ン ピ ュ ー ター シス テ ム 1968 行情報 シス テム と,サ ンフ ラ

(TIS) 2.交 通流量 と交通法規施行地区で必要左 Totally ン シス コ旋法情報システムの

3.召 換 状 警察局の情報の詳細方る解析 OperationaI 経 営解析 モジュール に似てい

4.交 通 止 とへの変換を含む May1971 る

システムは,総 括 的な交通

事故の情報を与えて,被 害が

起こると予期される特定時に

事故の最 もよぐ起 こる場所へ

警官 を出動 させ,そ の よう左

活動による事故の減少度を予

恕し,予 想され る交通量や建

設工事の増加に基づ ぐ最も危

険な地区を指定ずる

ロス ア ンゼルス 自動逮捕 シ ロスア ン LosAngeles WantWarrnt これ は地区のシステ ムで, September 825K 警 察 卜吉報網 と,リ バーサ イ NCIC On-1inefrOm

警 察 局 ス テ ム ゼルス市 Po丘ceDeparトFile 情報検索と合法的令状や記入 1969 ド,サ ン デ ィ エ ゴ,ベ ン チ ュ lA。t。 -St。t。 、 remotetermina二

(AWVV) mentLosAn一 抄録を与える ラ地 区WarrantSystems 1s

gelesShe一 令状 抄録は,オ ンライン遠 に似てい る

riff/sOffice 隔 端 末か らアクセスされて, ・

andAllCoun一 逮捕 と記入の基礎 とな る。 オ

tyandCity 令状は出されると自動的に削 ⇔

LawEnforce一 除 され る

mentAgencies
・
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プ ロジ ェク ト ・フ ァ イ ル

管 轄 叉は

シス テ ム名

資 金 源 関 係部 局 叉は

情報の タイプ

概 要 存続期間
見積年操業予算

(製 作)
他 のシステムとの相 似点

INTERFACES
[

WITH
ア ク セ ス 法

都市 システ ム

ロス ア ンゼル ス LawEnfo一 CCCJ PoliCe 1.CrimeRe一 犯罪捜査 とパ トロール 出動 12months 7141( サ ン フランシスコ旋法情報 VVillIrlterfa On-1hleaccess

警 察 局 rce!nent and port のアシス タン トの役 目をす る (pendind) (Developmen～ シ ス テ ムの 経 営 モ ジ ュ ー ル と facewiththe frornremotetor一

ComputeトCity 2.M.O.File つ ま り ta1) サンデ ィエゴ犯罪 ケースシス automated minals

ized 3.FieldIn一 (1)犯 罪報告の情報検索 テ ム と`て似 て い る WantWarrant

System terviewDa一 ② 犯罪行動のパ ター ンを示 andAutomated

forTac一 ta すための犯罪デー タの相関 FieldInter一

ticalIn一
.

4.質 入 れ品のデ 関係 viwSystems

formatio.n 一 夕 ③ パ トロール 出動 のための

Correla一 犯罪 パター ンの認知

tionand ω 担当者に事件の繁度計算

Retrieva1 を通じて決定の助けとする

(PATRIC (5)人 員,(警 察官)に 適当左

一 〇〇3) ト レー ニ ン グ を 与 え る

ロス ア ンゼル ス Document ロス ア ン ・ゼ 警 察 局 1.CrimeRe一 これは次の調査をす る っ StartJuly 32K サ ン ディエゴ情報研 究に似
.

警 察 局 Storage ノレス市 port まり,警 察 局の記録 自動化の 1969 ている

RetrievaI 2.ArresRe一 実行可能性,そ の自動化を有

System port 用 にで きる代替案,ロ スの保

(DSRS) 3.Criminal 安局と統合しての地域犯罪記

Dossier 録情報の可能性

4.Fingerprint 最 大 の関心事は,現 在 バ ト

File カー セン ターの記録検証局 に

5.Abbreviat_ あ る約27万 の犯罪記録 パッ

ted ケー ジの蓄積検索,遠 隔から
■

Criminal のア クセス,改 新等であ る

Historyfor
.

Courtsand

Identifi一

.

catlon .
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プ ロ ジェク ト フ ァ イル

管 轄 又は

シス テ ム名

資金 源 関 係部 局 叉 は

情報のタイプ

概 要 存続期間
見積年操業予算

(製 作)
他の システ ムとの相似点

INTERFACES

WITH

.

ア ク セ ス 法

都市 システム

サ ンデ ィエゴ

警 察 局

Moving

Violations

サ ン デ ィ

エ ゴ]市

PoliCe 1.Traffic

Citations

次の 活動をす る

オフラインシステムとして

(February

1968)

45K ロス交通情報システ ムとサ

ンフランシス コ旋法情報シス'

NCIC

Auto-Statis

On-1inefrom

remoteternli・na一

. andReports は,交 通違反招喚状始末書, テムの経営分析モ ジュールに 1s

1

・2
.Arrests 各警察官に対する交通法規遵守 似ている

3.FieldIn一 守活動報告と月間報告,効 率`

telviews を はか るための遵守活動の月.

i invOlving 問 報 告 とその年 比較 そ一して

、
Vehicles オ ン ラインとしては,部 分的,

また完全な免許番号 と童繭記

述に よるファイル探索

サ ンデ ィエゴ

警 察 局

Crime

Cases

サ ン デ ィ

エ ゴ 市

Police 1.Crime

Cases

被害者名と犯罪のタイプと

場所による犯罪報告

(January、

1969)

68K ロス のLEMARAS,PAT-

RICシ ス テ ム と サ ン フ ラ ン

On-1inefrom

remotetermina一

2.Modus modusoperand(手 続 シス コ旋法情報システムの一 1s

Opeiand き,運 用法)フ ァイル も作 ら 部に似てい る

3.Statisti一 れている

1.

calRepor一 犯罪日掲 月報が作られて

■

ts し(る

サ ンデ ィエゴ

警察察 局

Criminal

Records

City

and

Police 1.Criminal

Histones

サ ン デ ィ エ ゴ 市 コ マ ン ドコ

ン ト ロー ル シ ス テ ム に 組 み こ

DesignCom-

Pleted

3700K

(Developmen一

大体の市,地 域犯罪情報シ

ステムに似 ている。最 終的デ

()n-1inefrorn

remotetermina一
and

Wanted

㏄CJ

(PCnd一

2.「脆ntVVarlar

nts

まれる関係当局からの犯罪報

告,捜 索願いを含む

February

1969

ta1) ザインと使用は,犯 罪制御デ

ザインの終了後と左 る

1s

Peisors ing) 3.Statistf一 (Pending
(0270) calreports 0270)

》: 4.Fingerpri一

ntClassiti

Class、itica■

' tionFile

1

.

.
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プ ロ ジェク ト フ ァ イル

管 轄 叉は

シス テ ム名

資金 源 関 係部 局 又は

情報の タイプ

概 要 存続期間
見積年操業予算

(製 作)
他 のシステムとの相似点

INTERFACES

WITH
ア ク セ ス 法

都市 システム

一

サ ン デ ィ エ ゴ wanted サ ン デ イ Police Stolenand 盗品,質 入れ品を通 じ番号 (March1969) 54K 司 法 局の ファイルに似てい On-1inefrom

警 察 局 PrOperty エ ゴ市 Pawned ケー ス番号 または質入れを し る. remotetermina一

Property た入か盗まれたと報告した人 1s

の 名前 に よって情報を与える

サンディエゴ警察局に報告

された もの とテレタイ プで南

カ リフォルニア当局に報告 さ

れたすべての盗品を含む

Walnut Consoli_ City Police 1.Incident 密接に地理的に関連 した7 14Months 124K これとすべて同 じ特徴を On-1inefrom

Creek dation and Reports つの独立の警察署に対する刑 (Developmen一 もった現存 シス テムはない remotetem]ina－

Police andCen一 CCCJ 2.Location 犯罪情報システムの実行可能 ta1) MOや 交通事 故ファイルの 1s

Departnleut traliza～ Index 性の研究設計 ような 現存の,ま たは計画

tionof 3.Traffic フ ァイル とシステムを共 同 中の州全体の ファイルと重

records accidents で使 うための下準備として, 複 す るものである

(0150) andCita一 各当局問での記録保存 とデー

tions タ報告の標準化をす る

4.Stoien

Property

5.Centra1

Juvenite

Index

6.Probation

File c

7.Modus

Operand

8.FieldIn一

terrogation

File
、

g.MisoFile

・
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